
目的：本研究では，ジルコニアインレー修復におけるレ
ジンコーティングの有用性と，各種レジンセメントが歯
の破壊強度に及ぼす影響について比較，検討した。
方法：ヒト抜去大臼歯 95本にMODインレー窩洞を形成
し，レジンコーティングしたもの（CR＋群）としていな
いもの（CR－群）の 2群に分けた。CEREC Omnicam
（デンツプライシロナ）を用いてジルコニアインレーを製
作した。ジルコニアブロックはKATANA STML（Kura-
ray Noritake Dental）を使用した。インレー内面はアル
ミナサンドブラスト処理（∅50μm）を 15秒間行い，レ
ジンセメントは Rely X Unicem2（3M ESPE），Multilink
（ivoclar Vivadent），Superbond（サンメディカル）を使
用し，歯に接着させた。製作した試験片は5,000回のサー
マルサイクル負荷後，37℃水中に24時間浸漬し万能試験
機（Type 5500R，Instron）を用いて C.　H. S＝0.5 mm/
minの条件下，∅6 mmの金属球を歯の咬頭内斜面に接
触する位置で固定し，破折を起こすまで垂直荷重をかけ
た（各 n＝15）。歯の破壊強度の結果は二元分散分析およ
び Tukey testを用いて有意水準 0.05の条件で統計学的
検定を行った。また歯の破壊形態を 4種類に分類した。
本研究は，昭和大学倫理委員会の承認下で実施した。
結果と考察：CR（＋，－）群間では，歯の破壊強度に有
意な差は認められなかった。Superbond群の破壊強度が
他のセメントと比較し，有意に高い値を示した。この結
果から，レジンセメントの弾性率が歯の破壊強度に影響
を及ぼすと考察した。また破壊形態はすべての群で
Burke分類のⅣ型が多い結果となった。
結論：ジルコニアインレー修復は，レジンセメントの種
類により歯の破壊強度に影響を及ぼすことが示唆された。

目的：平成 30年度 4月の診療報酬改定により高強度硬質
レジンブリッジが新たに保険収載された。このブリッジ
はグラスファイバーを用い臼歯 3歯ブリッジに使用され
る。フレーム構造の有効性は 5年にわたる先進医療適用
期間中に確認されている。本治療は歯科用合金を使用し
ないメタルフリーのため審美性に優れ，製作されたブ
リッジの一部が摩耗や破折した場合でも口腔内で修理が
可能であり，金属アレルギーを有する患者に対しても適
用可能となる。そこで今回，高強度硬質レジンブリッジ
の技工術式および術後 6年経過した症例を報告した。
方法：ブリッジ製作にはグラスファイバー（エクスペリ
アキット，ジーシー）を使用した。支台歯にエクスペリ
アファイバーネットを 2枚圧接し，光重合を行った。さ
らにエクスペリアファイバー C&Bを近遠心方向に支台
歯咬合面部分およびブリッジ底部に沿う形態にて設置
し，圧接しながら光重合した。エクスペリアボディペー
ストにて歯冠部を築盛，光および加熱重合し，形態修正，
研磨を行って完成させた。その後口腔内にて試適を行
い，調整後接着性レジンセメントを用いて合着した。
結果と考察：合着された高強度硬質レジンブリッジは適
合性も良好で，審美的にも臼歯部ブリッジの金属色がな
くなったことから患者の満足度は大きかった。6年経過
した現在も適合性は良好で，軽度な摩耗はみられるもの
の破折や脱離もなく経過している。グラスファイバーを
コンポジットレジンの構造体に応用することで，軽量か
つ高強度の修復物の製作が可能となった。また金属アレ
ルギー患者に対しても有効であり，歯科用貴金属合金に
よるブリッジ治療の代替となるものと考えられる。
結論：グラスファイバーを用いた高強度硬質レジンブ
リッジは，術後 6年経過においても良好な状態で臼歯 3
歯ブリッジの欠損補綴材料として有効であった。また，
患者満足度に大きく貢献できた。

一般演題事後抄録

O—1
ジルコニアインレーを用いた歯の破壊強度―各種レ
ジンセメントが及ぼす影響―

池谷侑紀，小林幹宏，新妻由衣子，菅井琳太朗，
守田宏子，星野睦代，真鍋厚史
昭和大学歯学部　歯科保存学講座　美容歯科学部門

O—2
ファイバーを用いた高強度硬質レジンブリッジの製
作方法および術後経過

落合知正1），橘　弘之1），石川明子2）

1）日本歯科大学附属病院　歯科技工室
2）日本歯科大学附属病院　総合診療科
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症例の概要：審美的な修復を望んで来院する患者にラミ
ネートベニア修復が有用であることは周知の事実であ
る。しかしながら菲薄なラミネートベニアにおいて変色
した支台歯の色調を調整することは難しい。今回は明度
を変更させることにより簡便に色調調節が可能なセメン
トシステムが登場し，良好な結果を得たので報告した。
治療方針：患者は 20代男性，上顎左右中切歯の形態と色
調の相違が気になることを主訴として来院した。スマイ
ルデザインソフト（プランメカ）にて分析し，患者と修
復処置について話し合いの結果，ラミネートベニアの修
復を行うこととなった。
治療経過および考察：左上中切歯の近心部の突出が強
かったことから，突出部を切削した後に通法に従って形
成を行い，プロビジョナルの装着を行った。支台歯色に
は大きな色差が認められ，修復物も厚みに差が認められ
たことから色調の調整が必要であることが示唆された。
歯科用分光光度計であるシェードパイロット（デグデン
ト）にて測色し左右支台歯の色差は 5.63であることが確
認できた。ラミネートべニア修復において，彩度よりも
むしろ明度のコントロールに着目し開発されたセメント
システムであるビューティセムベニア（松風）を用いて
セメント色の選択を行い，最終修復物の接着を行った。
その結果，修復後の左右の色差は 2.69となるととともに
患者が希望した色調との色差も認められなかった。ま
た，ビューティセムベニアを用いることにより色調の調
節が簡便で明度を一定間隔で明るくできることが確認さ
れた。
結論：明度の違うセメント色を用いることで，隣接する
支台歯の明度が異なる場合においても，双方の歯の明度
を同等にコントロールすることが可能であった。このこ
とから，隣在歯との審美性を調和させるために明度を制
御できるセメントシステムは有用であると結論づけられ
た。

目的：近年，審美歯科治療の増加に伴い歯科衛生士がホ
ワイトニングを行う機会は増加している。ホワイトニン
グ効果確認に用いる視感比色の色調選択は歯科医師・歯
科技工士だけでなく歯科衛生士にも必要なスキルであ
る。われわれは2017年度より歯科衛生士専門学校におい
て審美歯科の授業に歯の色調選択実習を取り入れた。実
習前後にアンケート調査を実施し，学生の意識変化がみ
られたので報告する。
方法：日本医歯薬専門学校歯科衛生士学科Ⅱ部2019年度
3年生 59名に，色調選択実習前後に自分の歯に関する項
目，歯の色調に対する意識と関心度，歯の色調の知識と
理解度の20項目についてアンケート調査を実施した。内
容は歯の色や色調選択方法についての講義と視感比色，
器械測色，口腔内写真撮影を含む色調選択実習を実施し
た。
結果および考察：アンケートの回収率は 98％（58名）で
あった。実習前は自分の歯の明るさや透明感に対し半数
以上が「どちらともいえない」と回答した。歯の色に対
する知識が少ないときは判断することが困難と思われ
る。実習前，自分の歯の色に「自信がある」は 14％だっ
たが，実習後 33％が「自信が持てた」と回答した。講義
において審美歯科における白い歯がどのようなものか理
解したことで，自分の歯の色調を知り自信を持てるよう
になった学生が増加した。また今回の実習を通じて歯の
色調について「興味がわいた」または「少し興味がわい
た」と 98％が回答し，色調測定について「もっと学びた
い」または「機会があれば学びたい」とすべての学生が
回答した。このことは，自分の歯の色調を知ることを
きっかけに，色調測定についてさらに学びたいと学生の
学習意欲が向上したと推測する。
結論：歯の色調に対し講義だけでなく，この実習を行っ
たことは実践的に知識を習得し，理解を深め意欲をわか
せることができる意義の高い実習であることが示唆され
た。

O—3
色調に相違がある支台歯におけるラミネートベニア
修復

貞光謙一郎1），島田卓也2），木村拓郎3），安光崇洋4）

1）貞光歯科医院
2）島田歯科医院
3）木村歯科医院
4）やすみつ歯科クリニック

O—4
歯科衛生士学科 3 年生を対象にした色調選択実習の
教育的有効性

植松裕美1,2），北　大樹1,3），石川明子1,3）

1）日本歯科大学附属病院　ホワイトニング外来
2）日本歯科大学附属病院　歯科衛生士室
3）日本歯科大学附属病院　総合診療科

166



第 30回日本歯科審美学会学術大会

目的：現在さまざまな漂白剤，光照射器が臨床で使用さ
れているが，各種漂白法における漂白効果についてはい
まだ明確にされていない。本研究では歯の漂白用光照射
器，漂白剤の違いが漂白効果にどのように影響するか検
討することを目的とした。
材料と方法：奥羽大学附属病院に審美障害を主訴として
来院した患者20名を対象とした。本研究は奥羽大学倫理
委員会の許可を得た後（承認番号：284）に行った。歯の
漂白処置に対して，2種類の光照射器（ブリリカビアン
コ，シーブライトⅢ）および 2種類の漂白剤（松風ハイ
ライト，Tion Office）を使用した。漂白法は各製品の指
示書に従って行い，漂白後色彩計を使用し漂白効果を評
価した。
結果：Tion Officeとブリリカビアンコの併用および
Tion OfficeとシーブライトⅢを併用した結果，ともに歯
質の色調は良好に改善し白斑などの色ムラもほとんど認
められなかった。特に Tion OfficeとシーブライトⅢの
使用において最も良好な漂白効果が得られた。一方，松
風ハイライトとブリリアビアンコを併用した結果漂白に
より歯質の色調は改善したが，歯面を乾燥させると若干
の漂白ムラを生じる歯が数本観察された。また松風ハイ
ライトとシーブライトⅢの併用では漂白終了後に歯頸部
に白斑状の漂白ムラを認めたが，歯冠側部，中央部には
特記すべき漂白ムラは認められなかった。
考察：2種類の漂白剤とも光照射器の違いにより漂白ム
ラが出現する程度に差が生じたことから，光照射器の選
択も漂白結果に影響を与える可能性が示唆された。シー
ブライトⅢに比べブリリアビアンコのほうが漂白歯質と
光照射器間に距離があることから，照射距離が離れてい
るほうが漂白ムラを生じやすいものと推察される。
結論：漂白剤や光照射器の違いにより漂白後の歯面に漂
白ムラが発生する割合が異なることが明らかになった。
その原因として光照射距離に関係することが強く示唆さ
れた。

目的：Cool Brightエックスリミットとハイパーオキシ
ゲル粉末（ナノオプテック）・5.9％過酸化水素水（協和
純薬製試薬）混和 5.9％過酸化水素ゲルを用いたオフィス
ホワイトニング，また歯面研磨剤 EXクリーナーと 5.9％
過酸化水素ゲル（AHW）を用いた非介入治療による長
期的な色調維持と口腔管理への応用を想定した臨床評価。
材料と方法：術前にVisual Analog Scale相当の 0～10段
階の主観スコア 4以上の知覚過敏症状や疼痛のない当院
来院35名を対象に文書による説明と同意取得後，漂白材
として試薬 5.9％過酸化水素水とゲル化剤，ホームミッ
クスを用い Cool Brightエックスリミットと 5.9％過酸化
水素ゲルを用いた漂白を行った。沁み，疼痛，熱さの 3
項目にわたり術前術後の臨床評価を行った。漂白前後の
明度は VITA Bleaching Shade Guide（Vita）を用い，
視感比色で測定した。漂白後 7名の対象者に EXクリー
ナーと AHW使用を指示し，2か月以降に再評価を行っ
た。口腔管理指標は PCR，GI，細菌カウンタ（パナソ
ニック）による細菌数を用いた。有意差検定は分散分析
（ANOVA）にて行った。
結果と考察：健全最明歯 35例中 33例（94％）が B1以
上の明度を達成し（高度ホワイトニング），ペインスコア
4以上の痛みの訴えなく漂白効果を認めた（p＜0.001）。
テトラサイクリン・失活変色歯に対しても患者満足度の
ある漂白効果を認めた。高度ホワイトニング後 2か月以
降の再評価時に B1明度維持を認め，PCR，細菌数の値
は有意に低い値であった。
結論：本研究の範囲内において本漂白法は美容医療に対
する消費者の期待に応えうる。EXクリーナーと 5.9％過
酸化水素漂白ゲルは高度ホワイトニング後 2か月以上の
色調維持の可能性と，非介入治療による美容歯科を通じ
た口腔管理応用実現への有用性が期待される。

O—5
照射器，漂白剤による漂白効果への影響に対する検
討

長﨑慶太1），山田嘉重2）

1）奥羽大学歯学部　歯科保存学講座　歯内療法学分野
2）奥羽大学歯学部　歯科保存学講座　保存修復学分野

O—6
歯面冷却可能な高出力パルス青色 LED 光照射器と
5.9％低濃度過酸化水素漂白ゲルを用いたオフィス
ホワイトニング，漂白後の後戻り防止の評価と美容
歯科を応用した口腔管理の実現

平野絵美1），松原美和2），大工園則雄3）

1）表参道歯科矯正クリニック LUCENT
2）松原矯正歯科クリニック happy smile factory
3）バイオフォトラボ研究所

167



歯科審美　Vol. 32　No. 2　2020

目的：象牙質有機質成分であるⅠ型コラーゲンの分子間
架橋物質であるピリジノリンおよびハイドロキシアパタ
イトとの複合体が蛍光特性を示すと考えられている。そ
して，象牙質の蛍光（PL）および蛍光励起（PLE）測定
により紫外光領域の光だけでなく波長400～500 nmの可
視光においても発光するという知見を得ている。目が認
識する色は光源色と物体色の混合色であり，光源色は自
然光下や照明光下では色の彩度や明度に影響すると考え
られる。そこで本研究では，象牙質と同じ青色発光を示
す Eu2＋を，還元雰囲気下で焼成することで ZrO2に発光
中心として生成させることを試みた。
材料と方法：母体原料として 3 mol％Y2O3が固溶した
ZrO2粉末（TZ⊖3Y，TOSOH）を選択した。TZ⊖3Yに
Eu2O3（高純度化学）を 0.3 mol％添加し，湿式および乾
式ボールミルで混合した。その混合粉末を円板状に成形
し，CIP処理を行った。そして，水素窒素混合ガス下（H2 
5％，N2 95％）で成形体を 1,450℃で 2時間焼成した。PL
スペクトル測定により発光特性を評価，および CIE色度
座標を算出し光色を評価した。
結果および考察：PL測定では，450 nmで最大ピークを
示し，象牙質と類似したブロードなピークを示した。そ
のことから，還元雰囲気中での焼成により発光中心とし
て母結晶に添加した Eu3＋が Eu2＋へ還元されていること
がわかった。しかし，Eu3＋に帰属する 594 nmの弱い
ピークも確認されたことから Euの還元不足も考えられ
る。PLスペクトルの測定値から算出した色度座標結果
においては，天然歯象牙質と同じ青色発光色であること
が示された。
結論：還元雰囲気での焼成によりジルコニア母結晶内に
Eu2＋を生成することで，天然歯と同じ青色発光を付与す
ることが可能であることが明らかとなった。

目的：接着材料を用いた修復処置は審美歯科の重要な役
割を担っており，光重合型のボンディングシステムはそ
の主流である。今回，新規に発売された 2ステップボン
ディング材，従来製品ならびに他製品の剪断接着強さを
報告する。
方法：接着材料として，OptiBond eXTRa Universal
（Kerr）（以下 eXTRaと略称），OptiBond XTR（Kerr）
（以下 XTRと略称），クリアフィルメガボンド 2（クラレ
ノリタケデンタル）（以下メガと略称）を使用した。牛歯
をセメント⊖エナメル境付近で切断，歯髄を除去し，エ
ポキシ系樹脂にて包埋，象牙質を露出させ，P400gritの
耐水研磨紙にて被着面（象牙質）を研磨した。被着面を
乾燥させ，eXTRaと XTRでは，プライマー液を 20秒
スクラビングし，5秒エアブロー，ボンディング液を 15
秒スクラビングし，5秒エアブロー，光重合器（VALO 
V25460，Ultradent）で 10秒光照射してボンディング材
を硬化させた。メガでは，プライマー液を塗布後 20秒で
5秒エアブロー，ボンディング液を塗布後，均一になる
ようエアブロー，10秒光照射して硬化させた。その後，
試料をボンディングクランプ（Ultradent）に固定し，コ
ンポジットレジン（Harmonize，Kerr）を円柱状の穴（内
径 2.38 mm，高さ 2 mm）の空いたモールドに塡塞，20
秒光照射したものを接着試験用試料とした。試料数は各
接着材料 15個，計 45個とした。接着試験用試料を 37℃
の水中にて 24時間保管後，ISO29022：2013に準じて剪
断接着強さを測定した。有意水準 5％の条件でTukey検
定にて統計処理を行った。
結果と考察：各接着材料の剪断接着強さは，eXTRa28.10
（±7.88）MPa，XTR28.28（±9.19）MPa，メガ 25.77（±
10.31）MPaであった。どの材料間にも有意差は認められ
なかった。

P—01
雰囲気制御による 3Y—TZP：Eu2＋青色蛍光体の作製

西田尚敬1,2），中村隆志3），六人部慶彦4），山本一世2）

1）大阪大学　産業科学研究所
2）大阪歯科大学　歯科保存学講座
3）大手前短期大学　歯科衛生学科
4）むとべデンタルクリニック

P—02
光重合型 2 ステップボンディング材の剪断接着強さ

松原正和，朝倉正紀，鶴田昌三，河合逹志
愛知学院大学歯学部 歯科理工学講座
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目的：汎用性に優れたユニバーサルアドヒーシブは，自
己接着性レジンセメントの前処理材としても使用が可能
である。しかし，その詳細については不明な点が多い。
そこで，演者らはユニバーサルアドヒーシブへの光照射
の有無が自己接着性レジンセメントの歯質接着性に及ぼ
す影響について，剪断接着強さ試験および接着界面の走
査電子顕微鏡（SEM）観察から検討した。
材料と方法：ユニバーサルアドヒーシブおよび自己接着
性レジンセメントとしては，OptiBond Universal＋Max-
cem Elite Chroma（OU，Kerr），G⊖Premio Bond＋G⊖
CEM LinkAce（GP，GC）および Scotchbond Universal＋
RelyX Unicem 2 Automix（SU，3M Oral Care）の組み
合わせで用いた。接着試片の製作に際しては，ウシ下顎
前歯歯冠部を用い，エナメル質あるいは象牙質平坦面を
耐水性 SiCペーパー #320を用いて研削し，被着歯面と
した。歯面処理に際しては，各ユニバーサルアドヒーシ
ブを製造者指示条件（セルフエッチモード）に従って塗
布，エアブローを行った。アドヒーシブへの光照射に際
しては，光照射を行ったもの（照射群）およびこれを行
わないもの（照射なし群）の 2条件とした。その後，内
径 2.4 mm，高さ 2 mmの円柱状ステンレス金型にセメン
トペーストを塡塞，光照射後，24時間 100％湿潤条件下
に保管した。次いで，通法に従って剪断接着強さを測定
し，得られた値から各条件の接着強さ（MPa）を求めた。
結果および考察：得られた接着強さ試験の結果から，い
ずれの歯質に対しても用いた製品によってその接着強さ
は異なるものの，光照射群は光照射なし群に比較して接
着強さが高くなる傾向を示した。
結論：自己接着性レジンセメントの前処理材としてユニ
バーサルアドヒーシブを用いる際は，適切な光照射をす
ることでその接着性の向上が期待できる。

目的：本研究の目的は 10⊖MDPの濃度が高透光性 PSZ
とレジンセメントの接着性に与える影響について検討す
ることである。
材料と方法：被着体である試作高透光性 PSZ（Zpex 
Smileをもとに YAMAKINが加工後，東ソーにて研磨）
を耐水研磨紙 #1000にて研磨し，アセトンおよび蒸留水
にて超音波洗浄を行った。被着面積はマスキングテープ
を用いて直径 4.0 mm厚さ 70μmに規定した。被着面に
濃度の異なる試作 10⊖MDP［5，10，15，20，25，30％］
（クラレノリタケデンタル）を塗布した後，RelyXTMUlti-
mate（RXU）と PANAVIA V5（PV5）の 2種類のレジ
ンセメントを築盛しジルコニア（5∅×1.5 mm）を接着さ
せ試験片とした。またMDPを塗布しないものをコント
ロール群（Ctr）とした。すべての試験片は 37℃水中に
24時間浸漬させた後，万能材料試験機を用いて剪断接着
試験を行った。破断面を走査型電子顕微鏡を用いて観察
した。さらに電子線マイクロアナライザーを用いて試作
高透光性 PSZの定量分析を行った。
結果および考察：剪断接着試験の結果，10⊖MDPの濃度
が高くなるにつれて接着強さは向上し，RXUでは 10％，
PV5では 15％が最も高い値を示した。しかし，両セメン
トともに 20％以上の濃度では接着強さは有意に低い値
となり，20，25，30％では接着強さに有意な差は認めら
れなかった。破断面の破壊形態の割合はレジンセメント
の種類によらず Ctrではすべてが界面破壊と観察され，
高い接着強さを示した 10％，15％では混合破壊の割合が
多く認められた。本研究の結果では高透光性PSZに対す
る 10⊖MDPの至適濃度は 10～15％であったが，レジン
セメントの組成や性質が接着強さに影響を及ぼすことが
認められた。
結論：高透光性ジルコニア（PSZ）に対する処理として
10⊖MDPは接着性の向上に有効であることが示された
が，濃度やレジンセメントによってその効果は異なるこ
とが示唆された。

P—03
ユニバーサルアドヒーシブへの光照射の有無が自己
接着性レジンセメントの歯質接着性に及ぼす影響

石井　亮1），髙見澤俊樹1,2），野尻貴絵1），辻本暁正1,2），
宮崎真至1,2）

1）日本大学歯学部　保存学教室　修復学講座
2）総合歯学研究所　生体工学研究部門

P—04
10—MDP の濃度が高透光性ジルコニアとレジンセメ
ントの接着性に及ぼす影響

新妻由衣子，小林幹宏，菅井琳太朗，池谷侑紀，
山口麻衣，真鍋厚史，北原信也
昭和大学歯学部　歯科保存学講座　美容歯科学部門
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目的：積層造形法は，材料を適量添加して盛り上げなが
ら形成する方法であり，切削加工法と比較して材料の未
使用部分がなく，近年注目されている技法である。本研
究では，積層造形法および切削加工法で製作したジルコ
ニアクラウンの表面粗さおよび歯冠形態再現性から積層
造形法により製作したジルコニアクラウンの精度の検討
を行った。
材料と方法：上顎右側第一小臼歯のジャケットクラウン
用支台歯形成模型歯（A55A⊖141，ニッシン）を用いて，
デザインソフト（exoCAD，Kavo Dental Systems）に
よりクラウンの設計を行い，STLデータを作成した。ク
ラウンの製作には，積層造形法としてセラミックペース
ト材料（3DMIX，ZrO2，3DCeram）およびセラミック
ス 3Dプリンター（CERAMAKER 900，3DCeram）を
使用した。また切削加工法として高透光性ジルコニアセ
ラミックス（Ceramill Zolid H＋White，Amann Gir-
rbach）および歯科用 CAD/CAMシステム（Ceramill，
Amann Girrbach）を使用した。表面粗さの測定には，
クラウン外面の面粗さの平均高さ（Sa）および最大高さ
（Sz）を求めた。歯冠外形再現性には，歯冠外形を基準
として，模型歯の STLデータと製作したクラウンの
STLデータを重ね合わせ，差分を計測した。
結果および考察：積層造形法の Saは平均 0.89μm，Szは
平均 13.47μmであった。同様に切削加工法では，Saは
平均 1.67μm，Szは平均 18.07μmであった。積層造形法
により製作したクラウンは，模型歯よりも平均 202.1μm
歯冠外形が小さくなった。
結論：積層造形法の表面粗さは，切削加工法と比較して
小さく，加工精度に優れていると考えられた。歯冠形態
再現性については，設計時の補正値の検討が必要である
と考えられた。

目的：今回，加工後の結晶化工程が不要な新規 CAD/
CAM用二ケイ酸リチウムガラスセラミックブロックを
開発したので，耐チッピング性を評価する目的で本材料
の加工後の耐チッピング性を測定し，材料表面の微細構
造の観察を行った。
材料と方法：実験には新規ガラスセラミックブロック
（以下「LS」）と，加工後に結晶化工程が必要な CAD/
CAM用ガラスセラミックブロック「製品 A」を用いた。
前歯ラミネートベニアを模した厚み 0.4 mmの平板を設
計し，各材料を CEREC MC XL（デンツプライシロナ）
で加工した（n＝10）。また，それぞれの材料を厚さ 1.5 
mmに切り出し，#4000の耐水研磨紙で注水研磨した。
続いて材料表面を 5N水酸化ナトリウム水溶液でエッチ
ングした後に白金蒸着を行い，走査型電子顕微鏡（SU⊖
70，日立ハイテクノロジーズ）を用いて材料表面の観察
を行った。
結果と考察：CERECによる加工後，LSはすべての試験
片においてチッピングが確認されなかった。一方，製品
Aは 10個加工したうち 5個の試験片において目視で判
別可能なチッピングが確認された。またエッチングの
SEM観察結果より，LSは二ケイ酸リチウムのロッド状
の結晶がより細かく，かつ，高密度に析出していること
が確認された。LSは製品 Aよりも微細で高密度な結晶
が絡み合った構造を有するため，CEREC加工による大
きなチッピングがなかったと考えられる。
結論：加工後の耐チッピング性に優れる LSは CAD/
CAMシステムに適した物性を有しており，ラミネート
ベニア症例などの 1day治療に適した材料であることが
示唆された。

P—05
積層造形法により製作したジルコニアクラウンの精
度に関する研究

三浦賞子，塚田翔平，藤田崇史，橋戸広大，
勅使河原大輔，藤澤政紀
明海大学歯学部　機能保存回復学講座　歯科補綴学分野

P—06
新規 CAD／CAM 用二ケイ酸リチウムガラスセラ
ミックブロックのチッピング性評価

秋山茂範，熊谷知弘
株式会社ジーシー
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目的：近年，CAD/CAMシステムの歯科への導入とその
進歩によりCAD/CAMコンポジットレジンクラウン（以
下 CAD/CAM冠）が臨床応用されている。基礎的特性
調査のため破壊試験を行うにあたり，実験用支台歯には
ヒトやウシの象牙質，ステンレス鋼，PMMAやコンポ
ジットレジンなどさまざまな材料が採用されているが，
何を採用するかは研究目的や研究者の構想に委ねられて
いる。本研究では，異なる支台材料に同じデザインの
CAD/CAM冠を 2種類の接着材料で装着し非破壊試験
および破壊試験結果を比較し，それぞれの支台材料が実
験結果に与える影響について検討した。
方法：支台歯は 3種類の材料（ステンレス，PMMA，コ
ンポジットレジン）で製作された。CAD/CAM冠は
MMA系レジンセメント（以下 SB）とポリカルボキシ
レートセメント（以下 HB）を使用し装着した。試料は
マイクロ CTにて撮影後，歯軸方向に加え破壊荷重値と
最大変位量を測定した。
結果と考察：ステンレス鋼は強度があり質量ともに安定
しているため実験試料として多く採用されている。
PMMAも報告があるため本実験で検討した。最大破断
荷重値はコンポジットレジン，ステンレス，PMMAの
順であった。最大変位量は PMMA，コンポジットレジ
ン，ステンレスの順であった。SBとHBの破壊荷重値で
有意差がみられなかった。最大変位量は PMMA，コン
ポジットレジン，ステンレスの順に高値を示した。本実
験結果より支台材料により CAD/CAM冠の破壊試験に
影響がある可能性が示唆された。
結論：CAD/CAM冠に対する圧縮方向破壊試験では，ス
テンレス鋼，PMMAの支台と比較しコンポジットレジ
ンコアが高い破壊荷重値を示した。本報告では装着材料
で有意な差はみられなかった。
開示すべき COIはない。

目的：ジルコニア修復物の色調は，背景色（支台歯の色
調）に影響され，特に高透光性ジルコニアではそれが顕
著である。本研究では，単一組成積層型高透光性ジルコ
ニア（M5Y）と混合組成積層型ジルコニア（M3Y⊖5Y）
について，支台歯の色調が修復物の色調に与える影響を
比較，検証した。
材料と方法：各ジルコニア材料を，切削加工機「DWX⊖
50」（松風）を用いて前歯フルクラウン状に加工した。作
製した加工物を，焼成炉「エステマットシンタⅡ」（松
風）を用いて焼結（昇温速度：5℃/分，最高温度：1,450℃，
係留時間：2時間）して前歯フルクラウン試験体（厚さ：
1.0 mm）とした。支台歯の作製には，「松風ダイカラー
ワックス（色調：A1，A3，ダークブラウン）」（松風）を
用いた。また，メタルコアの作製には「ナイスフィット」
（松風）を用いた。作製した支台歯に前歯フルクラウン試
験体を装着し，その中心部の明度を測定した。測定には
「シェードアイ NCC」（松風）を用いた。また，比較対象
として VITA classicalシェードガイドの A1も同様に測
定した。
結果と考察：M5Yは，支台歯がダークブラウンおよびメ
タルコアの場合，VITA A1の明度を下回っており，ス
テイニングによって目的の色調に調整することが困難で
あることが示唆された。一方M3Y⊖5Yは，いずれの支台
歯色においても VITA A1の明度を上回っており，ステ
イニングによって，VITA A1に適合した色調が得られ
ることが示唆された。以上のことから，M3Y⊖5Yを用い
ることで，変色歯やメタルコアにおいても，審美的なジ
ルコニア修復物の作製が期待できる。
結論：M3Y⊖5Yは，M5Yに比べて支台歯色の影響を受
けにくいことが明らかとなった。

P—07
CAD／CAM コンポジットレジンクラウンの破壊試験
を行う際の歯型材質の検討―第 2 報―

柚本真理子，野本俊太郎，佐藤　亨，酒井貴徳，
露木　悠，黒石　元，平野瑞穂
東京歯科大学　クラウンブリッジ補綴学講座

P—08
単一組成積層型高透光性ジルコニアおよび混合組成
積層型ジルコニアにおける支台歯色の影響

野中和理，寺前充司
株式会社松風　研究開発部
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目的：支台歯色およびセメント色の違いがジルコニアク
ラウン装着時の色調に及ぼす影響を検討することを目的
とした。
方法：上顎左側中切歯の支台歯形成模型歯（A55A⊖211，
ニッシン）を印象採得後，支台築造用レジン（クリアフィ
ル DCコアオートミックス ONE，ホワイト（W），デン
チン（D），クラレノリタケデンタル）を用いて支台歯を
製作した。歯科用 CAD/CAMシステム（Ceramill，
Amanngirrbach）を使用し，高透光性歯冠色ジルコニア
（Ceramill Zolid Ht＋Preshade，A2，A3，Amanngir-
rbach）によりクラウンを製作した。装着材料としてト
ライインペースト（パナビア V5，クリア（C），ブラウ
ン（B），クラレノリタケデンタル）を使用した。歯科用
分光光度計（Crystaleye Spectrophotometer，オリンパ
ス）を用いて，クラウン内面にトライインペーストを塗
布し，支台歯に装着した状態で測色を行った。また基準
値として A2および A3シェードのジルコニアブロック
の測色を行い，クラウン装着時との色差（ΔE）を算出し
た。
結果と考察：A2におけるΔEは，WC：3.80，WB：3.92，
DC：2.41，DB：1.40であった。A3におけるΔEは，
WC：3.36，WB：3.59，DC：1.39，DB：1.41であった。
統計解析の結果，A2およびA3ともにセメント色の違い
に関わらず，支台歯色 DおよびWの間では有意差が認
められた（p＜0.05）。
結論：ジルコニアクラウン装着時の色調は，支台歯色の
影響を受けることが示された。

目的：近年，CAD/CAM用ハイブリッドレジンブロック
が各種開発され，2017年 12月より大臼歯にも適用が拡
大された。それに伴い，より高い機械的強度を有するブ
ロックが日々開発されている。本年 6月に松風より，300 
MPa以上の曲げ強さを有する新規大臼歯用 CAD/CAM
ハイブリッドレジンブロックが開発された。そこで本研
究では，今回新たに開発された大臼歯用 CAD/CAMハ
イブリッドレジンクラウンについて，装着 24時間後と
30日間の水中浸漬後に破壊試験を行い，2種類の小臼歯
用 CAD/CAMハイブリッドレジンブロックとの比較を
行った。
材料と方法：支台歯にはチタン製上顎第一大臼歯を用い
た。レジンブロックには松風ブロック HCスーパーハー
ド（松風：以下 HCSH）を使用し，20個のクラウンを製
作した。装着にはメーカー推奨の接着性レジンセメント
であるブロック HCセムを用い，メーカー指示に従いク
ラウンを装着した。そして装着 24時間後および 30日間
37℃の保温庫にて水中浸漬後に，万能試験機で破壊試験
を行った（試料数各 10個）。
結果および考察：HCSHの破壊荷重は，装着 24時間後で
5,621±632Nで，30日間水中浸漬後の破壊試験では
4,992±854Nであった。これまでの破壊試験において，
小臼歯用のブロック HCおよびブロック HCハードの装
着 24時間後はそれぞれ，2,848±249N，4,569±603N，30
日水中浸漬後は 2,091±230N，4,570±305Nであり，本研
究に用いた新規大臼歯用ブロックは，機械的強度の向上
に伴った破壊強度を有しているものと考えられた。
結論：本研究により，大臼歯用新規 CAD/CAM用ハイ
ブリッドレジンブロックを用いたクラウンは大臼歯にお
ける咬合力に耐えうる十分な強度を有しており，さらに
従来の小臼歯用ブロックと比較し破壊強度の向上が認め
られた。

P—09
高透光性ジルコニアクラウンの色調に関する研究 
―支台歯色およびセメント色の影響―

塚田翔平，三浦賞子，藤田崇史，磯貝知範，
佐藤雅介，村上小夏，藤澤政紀
明海大学歯学部　機能保存回復学講座　歯科補綴学分野

P—10
大臼歯用新規 CAD／CAM ハイブリッドレジンブ
ロックで製作したクラウンの破壊強度

若林一道1），工藤博貴1），田宮紳吾1），岡村真弥1），
脇　智典1,2），中村隆志3），矢谷博文1）

1）大阪大学大学院歯学研究科　クラウンブリッジ補綴学分野
2）麻布東京デンタルクリニック
3）大手前短期大学

172



第 30回日本歯科審美学会学術大会

目的：近年，CAD/CAM用ハイブリッドレジンクラウン
が臼歯部において保険適用され，今後は，前歯部への適
用も期待される。そこで本研究では，CAD/CAM用ハイ
ブリッドレジンブロックの前歯部への適用の可能性を検
討するため，クラウンと金属製およびレジン製支台歯に
トライインペーストを介在させた際の色調の差を評価し
た。
材料と方法：多層の色調を有する CAD/CAM用ハイブ
リッドレジンブロックである松風ブロック HC 2レイ
ヤー A2⊖2L（松風：以下 HC2L），KZR⊖CADブロック
2 GR A2⊖GR（ヤマキン：以下 KZRGR）を用い，唇側の
厚み 1.3 mmに設定した上顎左側中切歯クラウンを各ブ
ロック 10個製作した。KM⊖チタン CAD（京セラ），松
風ディスク HC A2⊖LT（松風）から，上顎左側中切歯支
台歯モデルを 1つずつ製作した。セメントにはパナビア
V5トライインペースト（クラレノリタケデンタル）のク
リア，ユニバーサル，オペークを用いた。クラウン⊖支
台歯間に異なる色調のペーストを介在させ，支台歯に装
着し，クラウンの唇側の歯頸部（Ce），歯冠中央部（Bo），
切縁部（In）の 3か所の明度（L＊），彩度（C＊）を計測
した。
結果および考察：HC2L，KZRGRともに，クリアよりオ
ペークのトライインペーストを用いた試料は，支台歯の
色調に関係なく Ce，Boにおいて L＊値，C＊値が高かっ
た。加えて，両ブロックともに，トライインペーストの
色調に関係なくチタン支台歯よりレジン支台歯を用いた
試料のほうが L＊値，C＊値が高く，また，支台歯，トラ
イインペーストの色調に影響なく切縁部から歯頸部に向
かうに従い C＊値は高くなった。一方，本研究で製作し
たクラウンは，セメントや支台歯の色調の影響を受けや
すく，ブロック単体で天然歯と近似した審美性を再現す
ることは難しいものと思われた。
結論：CAD/CAM用ハイブリッドレジンブロックを用
いて製作した前歯部クラウンはグラデーションを有して
いたが，セメントや支台歯の色調の影響を受けやすく，
本ブロックを前歯部に適用するためには，クラウンの製
作方法やブロックの改良について検討する必要があるも
のと考えられた。

目的：わが国では，平成 26年度からハイブリッド型コン
ポジットレジンブロックを機械加工法により切削して製
作するレジンジャケットクラウン，いわゆる CAD/
CAMクラウンが保険収載となった。耐摩耗性に関する
臨床調査は，クラウン装着後の咬合・歯列の維持安定，
咀嚼機能という補綴歯科治療の観点からは非常に重要な
ことである。本研究は，口腔内に装着されたCAD/CAM
クラウンと対合歯エナメル質の経時的な摩耗状況につい
て詳細に検討したものである。
方法：当院補綴科にて，小臼歯部へ装着した CAD/CAM
クラウンについて調査を行った。CAD/CAMクラウン
装着後，7日，3か月，6か月，12か月の経過ごとに，歯
列の印象採得を行い，歯列模型を製作した。模型は，光
学スキャナー inEos X5（デンツプライシロナ）を用いて
形状計測を行った。装着7日後の形状データを基準とし，
三次元画像検査ソフト Geomagic Control（Geomagic）を
用いて各経過時のものと重ね合わせを行い，摩耗量を計
測した。
結果と考察：CAD/CAMクラウンは約 1年間の使用で，
最大 55μmの摩耗量が認められ，接触点以外の咬合面に
おいても摩耗していることが確認された。一方，対合エ
ナメルの摩耗量は 10μmであった。同一患者のエナメル
質同士の摩耗量は 18μmであった。
結論：実際の咬合接触部位と，データ上の摩耗部位を比
較すると，その位置関係は一致しており，本手法による
摩耗量計測が妥当であるとことが示唆された。CAD/
CAMクラウンを装着してから 12か月後，CAD/CAMク
ラウン咬合面の摩耗量のほうが，対合エナメルの摩耗量
より大きいことが示された。

P—11
CAD／CAM 用ハイブリッドレジンブロックの前歯部
クラウンへの適用―第 2 報　ブロックと支台歯の材
質の違いによる色調の差について―

工藤博貴1），若林一道1），岡村真弥1），天羽康介1），
小西祥子1），田宮紳吾1），中村隆志2），矢谷博文1）

1）大阪大学大学院歯学研究科　クラウンブリッジ補綴学分野
2）大手前短期大学

P—12
ハイブリッド型レジンブロックを用いた CAD／CAM
クラウンとその対合エナメルの摩耗量に関する臨床
的調査

安藤彰浩1），伊藤創造2），吉岡　文1），神原　亮1），
尾澤昌悟1），武部　純1）

1）愛知学院大学歯学部　有床義歯学講座
2）あゆみ野総合歯科クリニック
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目的：近年，審美修復材料としてジルコニアが目覚まし
い発展を遂げている。フレーム上に陶材を焼き付ける
PFZと，高透光性タイプやマルチレイヤータイプのよう
に表面にステインするフルジルコニアクラウンも普及さ
れるようになった。本検証ではフルジルコニアクラウン
およびPFZのフレーム材にタイプ別ジルコニアを用い，
色調の再現性比較とレジンセメントの選択による色調変
化の検証を行った。
方法：歯冠材料のジルコニアは従来タイプ，高透光性タ
イプ，マルチレイヤータイプの 3種類を選択し，A2相
当のディスクを用意した。フルジルコニアクラウンは唇
側の厚みを 1.0 mmとし，ノンステインのグレーズ仕上
げで作製した。PFZは唇側の厚みを 0.8 mmとしたベニ
ヤタイプフレームとし陶材を前装して作製した。支台歯
模型は上顎右側中切歯とし，PMMAディスクを用い
CAD/CAM加工により形成した。クリア・オペーク・ユ
ニバーサルのトライインペーストを用意し，色差の測色
を歯科用測色装置（クリスタルアイ）を用いて行った。
結果と考察：従来タイプはフルジルコニアクラウンおよ
び PFZのどちらもすべてのペーストで歯頸部から切縁
部で A1となった。高透光性タイプはフルジルコニアク
ラウンのオペークペーストで歯頸部に A1，中央部に
A2，切縁部で A3となった。マルチレイヤータイプはど
ちらもほぼすべてのペーストにおいて歯頸部から切縁部
で A2となった。
結論：マルチレイヤータイプはフルジルコニアクラウン
および PFZのどちらもシェードに合わせやすい材料で
あった。従来タイプ，高透光性タイプにおいてはフレー
ム形状，着色法など工夫の必要性が示唆された。

目的：ラミネートベニア装着時におけるトライインペー
ストの色調再現性を明らかにする目的で，光重合型接着
性レジンセメントとトライインペーストとの色差を比較
した。
材料と方法：使用材料は，光重合型接着性レジンセメン
トとして BeautiCem Veneer（松風）およびトライイン
ペーストの BeautiCem Try⊖In（松風）の 5シェード（H⊖
Value，M⊖Value，L⊖Value，Ivory⊖L，Ivory⊖D）を用
いた。セメント試験片の測色は，レジンセメントをガラ
ス製モールドに塡入し，①重合前（BP），②重合後（AP），
および③重合後大気中に 24時間保管後（24H）の 3条件
で行った。試料は各条件 3個作製し，測色は分光光度計
CR⊖221（MINOLTA）を用いて同一面の 3か所を 3回計
測した。トライインペーストは，同一形状のモールドに
塡入したもの（TRY）を測色した。得られた結果を CIE 
Lab表色系の L＊，a＊，b＊およびΔEで表した。
結果：本実験の結果，Ivory⊖Lにおける TRY⊖BP間で最
大の色差（ΔE＝20.28）を示し，L⊖Valueにおける TRY⊖
24H間で最小の色差（ΔE＝2.54）を示した。
結論：トライインペーストは，同色とされているセメン
トの重合前後と比較して，シェードによって色調に差が
認められた。このことから，ラミネートベニア試適時の，
セメントの色調選択にトライインペーストを使用する場
合には注意が必要と考えられる。

P—13
上顎中切歯のタイプ別ジルコニアを用いた色調比較
の検証

岡田智弘
株式会社シケン

P—14
光重合型接着性レジンセメントとトライインペース
トの色調の差の評価

藤島　伸1），新谷明一1,2），五味治徳1）

1）日本歯科大学生命歯学部　歯科補綴学第 2講座
2）トゥルク大学
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目的：笑顔は人とのコミュニケーションを図るうえで重
要な役割があり，人の印象に及ぼす影響が大きいと報告
されている。しかし，笑顔における歯の露出の有無が印
象形成に及ぼす影響は明らかでない。そこで本研究で
は，Semantic Differential methodを用いて，男性および
女性の歯の露出した笑顔が人の印象に及ぼす影響を明ら
かにすることを目的とした。
方法：被験者は，大阪歯科大学学生 60名（男性 23名，
女性 37名，平均年齢 22.6±2.3歳）とした。印象評価に
用いた刺激画像は，真顔，微笑顔（歯の露出なし）およ
び笑顔（歯の露出あり）の男女それぞれの平均顔とした。
印象評価には相反する形容詞対を20項目用意した。被験
者を 30名ずつ 2群に分け，一方は男性刺激画像を，他方
は女性刺激画像を評価させた。各刺激画像を PC画面上
に 5秒間提示し，各画像から受ける 20項目のイメージに
ついて被験者に 7段階で評価させた。その後，評定値に
対して因子分析を行い，男女の真顔，微笑顔および笑顔
の印象を評価した。
結果および考察：因子分析の結果，男性平均顔において
最も説明力がある因子 1には「積極的⊖消極的」などの
項目を有し，「社交的」と命名した。因子 2には「動的⊖
静的」などを有し，「活発的」と命名した。女性平均顔に
おいて因子 1には「親しみやすい⊖親しみにくい」など
の項目を有し，「親近感」と命名した。因子 2には「華や
か⊖野暮ったい」などを有し，「華やか」と命名した。男
性および女性平均顔で真顔，微笑顔，笑顔の順に因子 1
および因子 2の因子得点が向上した。
結論：歯の露出した笑顔は男性平均顔では社交的で活発
な印象を与え，女性平均顔では親しみやすく，華やかな
印象を与えることが明らかとなった。

目的：近年，患者の歯に対する審美的な要求は非常に高
くなっており，「白くて綺麗な歯」を求める患者の声を多
く耳にする。しかし，コミュニケーション時に歯の色が
相手に与える影響は明らかではない。そこで本研究で
は，Semantic Differential methodを用いて，歯冠色の違
いが女性の笑顔の印象に及ぼす影響を明らかにすること
を目的とした。
方法：被験者を，参加への同意が得られた本学学生 38名
（男性 26名，女性 12名，平均年齢 25.1±3.7歳）とした。
印象評価に用いた刺激画像は，個性を排除するために，
成人女性 10名の歯冠色を C4，A2およびNW0（Noritake
シェードガイド）に加工した笑顔の平均顔とした。印象
の測定方法は，刺激画像を 1画像ずつ提示し，各画像か
ら受ける印象を「好き⊖嫌い」「自然な⊖不自然な」など
の形容詞対を計 20対用い，それぞれ 7段階で評価させ
た。その後，各形容詞対において，C4，A2および NW0
の評定値を比較した。
結果および考察：C4，A2，NW0の順に若々しく華やか
な印象となった。一方，NW0では，不自然で非現実的で
あるという評価が得られた。C4では，下品でだらしな
い，年老いたというネガティブな印象となり，A2では
自然で親しみやすく現実的であるというポジティブな印
象となった。患者が求める「白くて綺麗な歯」は，明度
が高すぎると不自然であるという印象になり，人に対し
て必ずしもポジティブな印象を与えないということが示
唆された。
結論：歯冠色の違いによって女性の笑顔の印象に違いが
あることが明らかとなった。

P—15
歯の露出した男性および女性の笑顔が人の印象に及
ぼす影響

糸田理沙，山本真由，鳥井克典，福井李紗，
柴田駿亮，田中順子，田中昌博
大阪歯科大学　有歯補綴咬合学講座

P—16
歯冠色の違いが女性の笑顔の印象に及ぼす影響

福井李紗，糸田理沙，山本真由，鳥井克典，
田中順子，田中昌博
大阪歯科大学　有歯補綴咬合学講座
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目的：オフィスブリーチにおける歯の漂白効果に及ぼす
影響について，有効成分の濃度，漂白時間，漂白回数，
触媒の添加，漂白材の pHなどが検討されてきたが，pH
調整剤についての検討はほとんど行われていない。本研
究の目的は，オフィスブリーチ材の各種 pH調整剤が歯
の漂白効果に及ぼす影響について，牛歯変色歯モデルを
用いて明らかにすることである。
材料と方法：過酸化水素濃度 23％，pH7の漂白材を，異
なる pH調整剤，すなわち，水酸化ナトリウム（NaOH），
炭酸水素ナトリウム（NaHCO3），炭酸ナトリウム
（Na2CO3）および炭酸水素カリウム（KHCO3）を用いて
調製した。抜去したウシ下顎切歯唇側面から平坦なエナ
メル質面を有する試片を切り出し，紅茶で染色して変色
歯モデルを作製した。エナメル質面に漂白材を塗布し，
10分間光照射を行い，漂白前後に色彩計を用いて測色を
行い CIE L＊a＊b＊値を得た。漂白と測色を 10回繰り返
し，得られた測色値から色差を算出した。
結果および考察：いずれの実験群においても，目視にて
顕著な漂白効果が確認され，漂白回数を増すごとにより
高い漂白効果が得られた。それに合わせて，L＊値は上昇
し，b＊値は低下し，a＊値はわずかに低下した。色差の変
化の程度は，KHCO3＞NaHCO3≥NaOH≥Na2CO3の順で
あり，炭酸水素塩を含む pH調整剤を用いた漂白材で高
い漂白効果が得られた。これは，ヘマトポルフィリン紙
を用いて評価した伊藤らの報告（日本歯科審美学会第 27
回学術大会，2016年）と一致した。
結論：同じ過酸化水素濃度と pHであっても，用いた pH
調整剤の種類によって漂白効果が異なることが明らかに
なった。

目的：患者の審美に対する要求は日に日に高まってお
り，ホワイトニングの効果に対しても関心は高いと思わ
れる。これまで，ホワイトニングの効果の術後の経時的
変化に関しては報告が少ない。本研究では，分光測色計
にて上顎前歯部の測色を，ホワイトニング術前・術後に
おいて行い，色調の経時的変化を色彩学的に検討した。
方法：本研究では研究趣旨に同意を得られた成人1名（42
歳女性）の上顎 4前歯（左右側切歯，左右犬歯）の測色
を行い，術前・術後（術直後，術後 10日，術後 3か月，
術後 9か月）の色調の変化について歯頸部，中央部，切
縁部において L＊，a＊，b＊を算出し，色彩学的検討を
行った。ホワイトニング材は松風ハイライト（松風）を
用いた。なお，被験者の上顎左右中切歯にオールセラ
ミッククラウンが装着されていたため，ホワイトニング
の対象歯からは除外した。
結果と考察：全対象歯において術前と比較し，術後は高
い明度を示した。術直後は部位によっては術前と色差が
少ない場所もみられたが，術後10日ではさらに明度が高
くなり，術前との色差が最大となった。これは，漂白効
果が術後も歯質内部にて作用していたことに起因するも
のと考えられる。術後 3か月になると，やや明度は低下
してきたものの，術前と比較して高い明度を示してい
た。術後 9か月では色調の変化は横ばいとなり，色差も
術前⊖術後 3か月の時と比べて大きな変化はみられな
かった。
結論：ホワイトニングによる漂白効果は，経時的に持続
することが示唆された。

P—17
pH 調整剤が歯の漂白効果に及ぼす影響

大槻昌幸，伊藤友希，保坂啓一，田上順次
東京医科歯科大学大学院　う蝕制御学分野

P—18
分光測色計によるホワイトニングの評価―術後の経
時的変化について―

藤田崇史1），三浦賞子1），塚田翔平1），竹谷沙織2），
新井摩季2），藤澤政紀1）

1）明海大学歯学部　機能保存回復学講座　歯科補綴学分野
2）明海大学歯学部付属明海大学病院　歯科衛生部
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目的：TiON home Platinumは基材成分を親水性材料に
して放出機能を向上させたホームブリーチング剤であ
る。本研究では基材の異なるホームブリーチング剤との
漂白効果の違いを経日的に観察した。
材料および方法：研磨したウシエナメル⊖象牙質片の被
験歯面以外の部位を耐酸性バーニッシュにてマスキング
し，象牙質面のみエッチングを行い水洗した。染色には
紅茶ティーバッグ（リプトンイエローラベル，ユニリー
バジャパン）を使用し，上記試料を 7日間浸漬した。染
色後，フッ化物非含有研磨剤（プレティオン，ジーシー）
を用いてポリッシングを行い水洗した。測色計（Vita 
Easyshade Advance 4.0 Vita）にて測色後，試料を①
TiON群（TiON home），②Platinum群（TiON home 
Platinum），③Opal群（Opalescence 10％）の 3群に分
け，各漂白剤を塗布し 37℃の湿潤状態で 60分間または
120分間作用させた。経日的に被験面の漂白状態を 5回
連続で測定し，その平均値を算出。この処理を 6日間繰
り返し行い，各回における各群の色差を求めた。二元配
置分散分析により有意水準 5％で群間での統計学的検討
を行った。
結果と考察：分析の結果，ブリーチング剤と期間の間に
は交互作用は認められなかった。Platinum群の色差は初
日の漂白直後から他群と比較して有意に高く，2日目お
よび 6日目においても TiON群との間に有意差が認めら
れた。一方で 3群とも経日的な有意差は確認されなかっ
た。60分間の適用にて，数値は 120分間処理の結果と比
べて低いものの，徐々に上昇していることが示された
が，すべての回において群間内での有意差は確認できな
かった。120分間の適用では Platinum群は初日から顕著
な色差を認め，2日目および 6日目にも有意差が認めら
れたことから，含有される親水性基材により薬効成分が
内部まで浸透し，象牙質を含め高い漂白効果が得られた
と考えられる。
結論：親水性基材を含有するホームホワイトニング剤
は，短期間でも優れた漂白効果が得られることが示され
が，十分な効果を得るためには 2時間の適用時間が必要
であることが示唆された。

目的：過酸化物を用いたホワイトニングは，患者自身が
手軽に行うことが難しいことに加え，施術後の痛みが
ネックとなる。過酸化水素を使わず，化粧品原料のみを
使用し，痛みが少なく，簡単で効果の高いホワイトニン
グ剤を開発できれば，歯科医院だけでなく一般のサロン
や自宅でも手軽に質の高いホワイトニングを行うことが
可能となる。演者らはこれらの問題点を解決すべく，亜
塩素酸ナトリウムから発生する二酸化塩素ラジカルを用
いた効率的な歯のホワイトニング方法の探索を試みた結
果，良好な結果を得たのでここに報告する。
材料と方法：亜塩素酸ナトリウム水溶液，強酸水溶液お
よびアルカリ水溶液を用いて試験溶液を調製した。イン
スタントコーヒーおよび紅茶浸出液を用いてステインを
付着させた着色ヒドロキシアパタイト粉末を用い，亜塩
素酸から発生する二酸化塩素による漂白効果が最も高ま
る条件について検討を行った。またオフィスホワイトニ
ングならびにホームホワイトニングでの使用を想定して
3剤混合式の製剤を試作し，褐色鶏卵を検体として用い，
製剤の漂白評価試験を実施した。
結果および考察：着色ヒドロキシアパタイトを用いた漂
白条件検討の結果，ラジカル発生のための酸性物質にウ
ルトラリン酸を使用した場合に最も高い漂白効率が得ら
れることがわかった。また褐色鶏卵を用いた漂白評価試
験では，過酸化水素または過酸化尿素を含む市販のオ
フィスホワイトニング剤ならびにホームホワイトニング
剤よりも短い処理時間（3分×3回）で高い漂白効果を示
した。
結論：本研究により，亜塩素酸ナトリウムを用いて効果
的なホワイトニングを実施できる可能性が示唆された。
この新しいホワイトニング法では，二酸化亜塩素酸ナト
リウムから発生させた塩素ラジカルが漂白剤として働く
だけでなく，高い殺菌作用も期待できることから，口臭，
歯周病，むし歯対策にも効果的であると考えられる。

P—19
親水性基材を含有したホームブリーチング剤の経時
的漂白効果

小倉真奈，國松雄一，飯塚純子，向井義晴
神奈川歯科大学大学院歯学研究科　口腔統合医療学講座　保存修復
学分野

P—20
亜塩素酸ナトリウムを用いた新しい歯のホワイトニ
ング方法の探索

川添祐美1,2），柴　肇一1,3），小安正洋3,4），田中智久3,5），
沼澤　聡2），真鍋厚史3）

1）リジェンティス株式会社
2）昭和大学薬学部　基礎医療薬学講座　毒物学部門
3）昭和大学歯学部　歯科保存学講座　美容歯科学部門
4）中目黒コヤス歯科
5）たなか歯科医院
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目的：近年，審美歯科に対する関心は年々高まっている。
そのなかでも，本院において幅広い年齢層の患者がホワ
イトニングによって歯の色について改善したいと思って
いることがわかった。そのことから，今回ホワイトニン
グ専用の測色器を用い，数値化での評価を行い，その後，
患者の口腔内の満足度を調査した。
材料と方法：オフィスホワイトニングとホームホワイト
ニングを行い，測色器を用いて歯の色の変化と患者のモ
チベーションの変化を調べた。
結果および考察：今回，使用したオフィスホワイトニン
グジェルの主成分は約 23％の過酸化水素で，酸化還元の
ための触媒としての可視光応答型光触媒 V⊖CAT
（TiO2⊖xNx）を利用している。低濃度の過酸化水素水が
主成分のため，低刺激性である。また使用しているジェ
ルの pHは約 6.0であり歯質を脱灰する恐れはないため，
安全で知覚過敏の症状を訴えることは少ない。そのた
め，時間の経過とともに後戻りをした場合でも，もう一
度ホワイトニングをしたいと訴える患者も多い。また，
ホワイトニング専用の測色器により1歯単位で1～9の具
体的な数値を見せることにより患者も簡潔に判断でき，
そのため患者自身のモチベーションも上がり，ホワイト
ニング以外の審美治療に対しても積極的になった。
結論：現在，ホワイトニング治療の成否を評価する指標
はない。患者の満足度によって評価されているのが現状
である。今回，ホワイトニング専用の測色器を用い，数
値化での評価を表示することによって，おのおのの患者
の満足度による評価ではなく，具体的な数値として提示
することができた。このことから，患者も客観的に評価
しやすいホワイトニング治療を行うことができ，モチ
ベーション，定期検診の来院率も上がり審美歯科治療に
対しての関心度も向上したと思われた。

目的：超高齢化社会が到来し，一生涯，笑みを湛えなが
ら，健康で豊かな生活を送るために，「食事」「運動」「睡
眠・休養」が重要である。そのなかで睡眠は最も大切な
時間にもかかわらず，なんらかの問題を抱えている人が
多い。その一つである閉塞性睡眠時無呼吸症に対し，治
療法の一つとして口腔内装置（OA）が用いられている。
しかし，装置のデザインは重要であるにもかかわらず，
経験的に決定されることが多い。そこで OA装置による
気道の形態的変化および治療効果を，CTを用いた定量
的・三次元的分析と無呼吸低呼吸指数（AHI）により観
察し，OA装着の有無やデザインの違いにより，患者の
上気道形態および AHIの変化を評価した。
材料と方法：閉塞性睡眠時無呼吸症の患者 2名に対し，
下顎前方保持のための前方位ガイドを付与した OA
（Type⊖1），前方位ガイドに加え，舌前方保持のための舌
スペースを付与した OA（Type⊖2）を製作した。装着
後，上気道の形態的変化を歯科用 CTと分析ソフトウェ
ア（Orthophos SL 3D，SICAT Air，Dentsply Sirona）
を用いて分析し，AHIとともに評価した。
結果と考察：症例 1では，OA非装着時，OA Type⊖1装
着時，およびOA Type⊖2装着時の上気道最小断面積は，
それぞれ 351，204，347 mm2，AHIは 15.5，34.5，15.8
となり，OA Type⊖2装着による AHIの改善は認められ
ず，OA Type⊖1装着ではAHIが悪化した。症例 2では，
OA非装着時，OA Type⊖1装着時，および OA Type⊖2
装着時の上気道最小断面積は，それぞれ 131，75，141 
mm2，AHIは OA非装着で 40.2，OA Type⊖2装着で 9.4
となり，症状が大幅に改善した。
結論：OAを用いて治療を行った閉塞性睡眠時無呼吸患
者への定量的かつ三次元的評価を行った結果，OAの形
態の違いにより，治療効果が異なることがわかった。加
えて，上気道の形態観察は，OA治療の診断に有用であ
ることが示唆された。

P—21
デュアルホワイトニングのモチベーションの変化の
研究

木村亮介1），伊藤里沙1），鮎田憲賢2），青柳来実3），
長谷川早絵2），竹浪沙耶果2），宮崎なおみ2），牧村英樹2）

1）市ヶ谷歯科クリニック
2）日本大学松戸歯学部
3）青柳デンタルオフィス

P—22
閉塞性睡眠時無呼吸症に対するマウスピース治療効
果の定量的・三次元的評価

岡本　啓1,2），若林一道3），大山龍男2,4），赤尾　剛2,5），
宮前守寛2,6），日野年澄2,7），中村隆志8）

1）おかもと歯科医院
2）Ex⊖FL歯科審美研究会
3）大阪大学大学院歯学研究科　クラウンブリッジ補綴学分野
4）おおやま歯科
5）赤尾歯科医院
6）宮前歯科クリニック
7）日野歯科医院
8）大手前短期大学
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目的：非う蝕性歯頸部欠損（以下 NCCL：non⊖carious 
cervical lesion）は頰側歯頸部に散見され，審美障害が指
摘されている。しかしながら，NCCLの発症メカニズム
は不明な点が多く，また有効な診断基準は確立されてい
ない。波長走査型光干渉断層計（以下 SS⊖OCT：Swept 
Source⊖Optical Coherence Tomography）は非破壊で組
織の断層画像を得ることができ，歯質の脱灰や亀裂の評
価に利用することができる。本研究では中心波長 1,300 
nmの SS⊖OCTを利用して，NCCLの病態を調査し，SS⊖
OCTの有用性を検討することを目的とした。
材料と方法：本研究は東京医科歯科大学倫理審査委員会
の認可を受け（承認番号第 578号，第 589号），NCCLを
有する被験者 31人とNCCLを有さない被験者 11人の口
腔内における計 265本の臼歯を本実験に採用した。
NCCL 142本，健全歯 123本の歯頸部から，SS⊖OCT（プ
ロトタイプ 2；パナソニックヘルスケア）を用いて非破
壊で断層画像を撮影した。口腔内から得られた SS⊖OCT
画像のシグナルをもとに，NCCLの大きさの二次元計測
と歯頸部の亀裂および脱灰の有無について Image Jを用
いて解析した。
結果および考察：歯頸部エナメル質の亀裂の発生は
NCCLを有する歯と有さない歯の間で有意差がみられた
（p＜0.005）。また，露出象牙質の脱灰の発生についても
NCCLを有する歯と有さない歯の間で有意差がみられた
（p＜0.005）。
結論：SS⊖OCTの NCCLの断層画像から，視診では不確
定な歯の状態を非破壊で把握することができ，SS⊖OCT
画像の有用性が示唆された。また，亀裂および脱灰がこ
れら歯頸部欠損の病因子である可能性が示唆された。

目的：近年，歯科医療技術は CAD/CAMテクノロジー
の進歩により作業用模型を不要とする即日修復も可能と
なってきたが，修復補綴装置の精度の確認や技工士との
情報共有のためにも作業用模型は必要不可欠である。ま
た 3 dimensional（以下 3D）プリンターの造形技術の進
化から模型製作も容易である。そこで本研究では，従来
の間接法と 3Dプリンターを利用した作業用模型を製作
し，両者の精度を比較した。
材料と方法：下顎第一大臼歯の模型歯（D18FE⊖500A，
Nissin）に 3デザインの窩洞の深さ（G1：1.5 mm，G2：
2.0 mm，G3：2.5 mm）のⅡ級MO Slice式インレー窩洞
を形成した。各窩洞を口腔内スキャナー（Cerec Omni-
cam）で光学印象し，得られた STLデータ（以下 Refer-
ence model）を 3Dプリンターに転送し，光造形方式の
Stereolithography Apparatus（以下 SLA）と Digital 
Light Projector（以下 DLP）方式で樹脂性作業用模型
（以下 SLA，DLP model）を製作した（N＝5）。またシ
リコーン印象材を用いた従来法で作業用模型（Plaster 
model）も製作した（N＝5）。Plaster，SLA，DLP model
上の各窩洞形態を光学印象し，STLファイルとして出力
し，三次元データ解析ソフト（GOM⊖Inspect，GOM，
Braunschweig，Germany）を用いて Reference modelと
ベストフィットアルゴリズムで重ね合わせ，比較，検討
した。
結果と考察：得られた結果から光造形方式の SLAと
DLPの精度は従来の間接法と同程度であった。また窩洞
の深さが模型上のインレー窩洞の精度に影響すると考え
られた。

P—23
光干渉断層計を用いた非う蝕性歯頸部欠損の臨床観
察

三田郁美，田上順次
東京医科歯科大学　う蝕制御学分野

P—24
3D プリンターで製作したインレー窩洞の精度の評
価

油井知雄1），伊藤修一1），疋田一洋2），斎藤隆史1）

1） 北海道医療大学歯学部　口腔機能修復・再建学系　う蝕制御治療学
分野

2） 北海道医療大学歯学部　口腔機能修復・再建学系　デジタル歯科医
学分野
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目的：近年，口腔内スキャナーを用いた光学印象の臨床
応用が広がり，単独歯であれば従来法と同等の精度を有
するとの報告がなされている。しかし，ロングスパン修
復に必要な全顎歯列に対するスキャン経路の違いがス
キャンの正確度に及ぼす影響については十分な検討がな
されていない。本研究では，全顎の光学印象時のスキャ
ン経路の違いが真度および精度に及ぼす影響について調
査することを目的とした。
方法：下顎模型を基準模型とし，歯科技工用スキャナー
D2000を用いて基準データを習得した。光学印象は，
IOSの TRIOS 3を用いて下顎左側第二大臼歯（開始側）
から 4つの異なる経路（A，B，C，D）で歯列弓全体の
計測を各 5回行った。採得したデータは STLデータに変
換後，3D計測ソフトウェアDmat3DEにインポートし，
全体歯列でのベストフィット法（以下 FB）と開始側の
片側歯列を中心としたベストフィット法（以下 PB）を
用いて重ね合わせを行い，左右の臼歯部について比較検
討を行った。真度は基準データと各経路のデータ間（n＝
5）で，精度は各経路内のデータ間（n＝10）で重ね合わ
せを行った。その後，差分を絶対値化した平均値（スキャ
ン誤差）を算出し各群での真度および精度に対して
Kruskal⊖Wallis検定後，Mann⊖WhitneyのU検定を行っ
た（p＜0.05）。
結果と考察：FBでは各経路の真度および精度，PBでは
真度において開始側間と非開始側間のスキャン誤差に有
意差は認められなかった。PBの精度においては，開始
側では経路 AB間，BC間，非開始側では AB間，AD間
でのスキャン誤差に有意差が認められた。
結論：今回の比較検討から，全顎の光学印象における経
路の違いは FBおよび PBの真度において影響を及ぼさ
ないが，PBにおいて精度に影響を与えることが示唆さ
れた。

目的：近年一般化されつつあるデジタルデンティスト
リーに対応する能力は，現在の学生が歯科医師として活
躍する頃には必須の能力となっているだろう。昭和大学
歯学部保存修復学基礎実習では，CAD/CAMインレー
修復実習を行っている。第 3学年では歯列模型に対し窩
洞形成，口腔内スキャナーによる光学印象，インレー体
のデザイン設計（CAD），第 4学年ではミリング（CAM）
および接着操作を行う。本研究では，第 3学年の実習を
終了した学生に対し，デジタルデンティストリー教育の
向上を目的としてアンケート調査を行った。そして，ア
ンケート結果より，本実習の教育効果を検討し，今後の
改善点や今後の課題について考察した。
材料と方法：2019年度第 3学年の学生 104名を対象と
し，下顎左側第一大臼歯のMOインレーの窩洞形成，
CEREC Omnicam（デンツプライシロナ）を用いた光学
印象，および CEREC AC（デンツプライシロナ）よりイ
ンレー体のデザインを行う実習を行った。実習終了後，
マーク式および記述式によるアンケート調査を行った。
結果および考察：実習前のデジタルデンティストリーに
対する関心がある割合は約 7割であったが，実習を受け
ることで関心が高まったとの回答が約 9割と大多数を占
めた。CAD/CAMインレーの即日修復について実習後
の理解度は約 8割を超え，本実習の高い学習効果が認め
られた。窩洞形成，光学印象およびインレー設計の 3項
目では窩洞形成が一番難しいと回答する学生が多かっ
た。高速切削回転器具を使う初めての実習に対する不安
感と経験不足が大きく影響したものと考えられる。最も
興味深いのはどれかという質問に対しては，設計が最も
多く，意欲的な意見が多く挙げられた。将来歯科医師と
してデジタルデンティストリーを実践したいと思うとの
回答が約 9割となり，デジタルデンティストリー教育の
必要性および重要性が高くなるだろうと考えられた。
結論：本実習により，CAD/CAMインレーの即日修復の
工程の理解やデジタルデンティストリーへの関心が深
まったことが明らかになった。

P—25
全顎印象における光学印象時のスキャン経路が真度
および精度に及ぼす影響

黒田祥太，四ツ谷　護，佐藤　亨，野本俊太郎，
神田雄平，木村峻輔，南里綾乃
東京歯科大学　クラウンブリッジ補綴学講座

P—26
口腔内スキャナーを用いた CAD／CAM インレー修
復実習の現状と課題

守田宏子，小林幹宏，新妻由衣子，菅井琳太朗，
池谷侑紀，朴　俺智，小安正洋，星野睦代，真鍋厚史
昭和大学歯学部　歯科保存学講座　美容歯科学部門
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目的：日本歯科審美学会は会員の歯科審美学における専
門的知識および臨床技能向上のためセミナーを開催して
いる。2017年 6月より歯科衛生士対象セミナーは新たな
試みとして「極める」をシリーズテーマに毎回テーマに
沿った内容の実習と講演を開催した。本発表は受講者ア
ンケートを今後さらに充実したセミナーを行うことを目
的とし分析する。
方法：2018年 3月 21日から 2019年 5月 26日の間に開
催されたテーマおよび参加人数は，第 1回ホワイトニン
グと口腔内写真（56名），第 2回インプラント（57名），
第 3回歯周病治療（122名），第 4回矯正歯科治療と予防
歯科（134名），第 5回超高齢社会における審美（60名）
であった（合計 429名）。開催地は第 4回のみ大阪で，そ
れ以外は東京であった。アンケート項目は職業，開催の
認知機会，参加理由，希望開催日，希望開催地，内容に
対する意見・感想，今後希望する内容であった。
結果と考察：アンケートは回収率 97％（合計 417名）。
参加理由は「興味のあるテーマ」が 50％，「認定士・WC
の申請・更新資格取得のため」が 40％，「担当講師の話
を聞きたかった」が 8％であった。第 3回のみ「興味の
あるテーマ」が 58％，「認定士・WCの申請・更新資格
取得のため」28％と 2倍以上の差があり，第 3回の今後
希望する内容は歯周病治療に関連する項目が目立った。
また今後希望する内容は全体を通してホワイトニングに
関連する項目が多く，認定士・WCの申請・更新資格取
得を受講目的とした者が多くいたことを裏付けた。今後
の希望内容は，ホワイトニングや歯周病関連に続いて，
担当講師の再講演や実習に関する希望が多くみられた。
この結果から，講演内容や実習に関して満足感の高い内
容であったことが推測された。
結論：受講者はさまざまな分野に興味があり，学術講演
委員会は限られた分野のみならず幅広い分野の情報を学
会員に提供し，専門的知識と臨床技能向上をサポートす
るため，今後さらに工夫を凝らしたセミナー企画が求め
られる。

目的：日本歯科審美学会は「審美を極める」と題した 5
回シリーズのセミナーを開催した。本発表ではその概要
を総括し，アンケートを分析することによりその成果を
吟味した。
方法：開催テーマおよび参加人数はそれぞれ，第 1回
（2018年 3月 21日）が接着で 88名，第 2回（5月 13日）
がインプラントで 68名，第 3回（7月 15日）がピンク
エステティックで 80名，第 4回（2019年 3月 21日）が
インターディシプリナリーアプローチで 62名，第 5回
（5月 12日）がデジタルデンティストリーで 57名であっ
た（合計 355名）。開催地は第 4回が大阪で，それ以外は
東京であった。アンケート項目は職業，開催の認知機会，
参加理由，開催希望日，開催希望地，内容に対する意
見・感想，今後希望する内容であった。
結果および考察：アンケートは合計 245名（参加者の
69％）から得られ，歯科医師のうち開業医が 32％，大学
勤務が 26％，勤務医が 20％であり，歯科技工士は 9％，
歯科衛生士は 4％であった。参加理由は「興味のあるテー
マ」が 58％，「講師の話を聞きたかった」が 32％であり，
「認定医申請・更新手続きのため」が第 5回に関してのみ
24％と他の回（5～8％）に比べて多かった。テーマを「○
○で審美を極める」と初期に明確化し，早期かつ多方面
からアナウンスすることの効果が確認された。開催地の
希望は東京 53％，大阪 20％，名古屋 10％，福岡 7％，仙
台 4％，札幌 4％であったが，大阪開催である第 4回はそ
の傾向（東京 24％，大阪 45％）が異なっていた。
結論：アンケートを多面的に分析することにより，今後
のセミナー開催に有益な情報が蓄積された。

P—27
歯科衛生士を対象とした「極める」シリーズセミナー
のアンケート報告

植松裕美1），酒井麻里1），石野由美子1），坂本奈津季1），
山羽京子1），藤澤政紀2）

1）日本歯科審美学会　歯科衛生士学術講演委員会
2）日本歯科審美学会　学術講演統括委員会

P—28
「審美を極める」シリーズセミナー（歯科医師・歯科
技工士）の概括と成果

峯　篤史1），脇　智典1），佐藤洋平1），小林幹宏1），
保坂啓一1），高橋真広1），石川功和2），鍜治田忠彦2），
渡邉清志2），江本朋弘2），齊木好太郎2），橋場千織1），
石川明子1），武部　純3），藤澤政紀3）

1）日本歯科審美学会　歯科医師学術講演委員会
2）日本歯科審美学会　歯科技工士学術講演委員会
3）日本歯科審美学会　学術講演統括委員会
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目的：イチョウ果実は，悪臭や毒性のため生産量に対す
る消費量はわずかである。さらに，イチョウ果実の約
75～80％は廃棄されており，環境への影響も懸念されて
いる。一方，イチョウ葉の成分は抗炎症作用など多くの
有益な薬理学的効果を有することが明らかになってい
る。イチョウの果肉にも，こうした葉と類似のフラボノ
イドなどが含有すると考えられる。そこで，果実を有効
活用することを目的とし，果肉から得たイチョウ酢の抗
肥満効果を検討した。
方法：ddy系雄性マウス（6週齢）に 60 kcal％高脂肪食
と水，イチョウ酢（2.5～7.5％），対応する濃度の酢酸
（0.125～0.375％）を 10週間自由摂取させた。5週目に 3D
マイクロ CTにて脂肪体積を測定し，最終日に得た血清
について生化学所見を測定した。また，精巣上体の脂肪
を HE染色し，脂肪細胞の組織像を観察した。一方，
3T3⊖L1細胞を用いて，脂肪細胞分化に与える影響をオ
イルレッド Oによる脂肪滴染色によって検討した。ま
た，脂肪細胞分化を誘導する転写因子であるC/EBPδと
PPARγの発現をイムノブロット法により測定した。
結果および考察：得られた結果から，イチョウ酢は体重
増加を抑制させると同時に，中性脂肪やリパーゼの脂質
異常症改善傾向，脂肪細胞縮小効果を示すことが明らか
になった。しかし同等の濃度の酢酸にも抗肥満作用が認
められたことから，脂肪細胞の分化に対する効果を in 
vitroで検討した。結果，イチョウ酢は酢酸と比較して
C/EBPδと PPARγの発現を抑制し，3T3⊖L1細胞の脂
肪細胞への分化を強く抑制することが明らかになった。
本研究により，イチョウ酢は抗肥満作用を示すことが示
唆された。これを踏まえ今後，イチョウ酢が標的とする
細胞内情報伝達分子を調べていくとともにイチョウ酢中
のどの成分が脂肪細胞への分化に強く影響を及ぼしてい
るのか解明していきたい。

目的：ワイヤークラスプは，審美性を考慮した前歯部支
台装置に多く用いられている。しかし，支台歯の傾斜や
捻転方向によっては，審美的な設計の自由度が限られ
る。さらには，維持腕の走行位置が歯冠中央部付近に設
定されると，支台歯の引き倒し効果を与えてしまう可能
性も考えられる。そこで，ねじりコイルバネを応用した
クラスプのデザインと軟質樹脂でコーティングする技法
を検討した。
材料と方法：本クラスプは 0.5～0.9 mmの矯正用ワイ
ヤーを用い，鉤体部にコイル状の形態を付与すること
で，ねじりバネ効果を発揮させる。義歯床内に入るねじ
りコイル部分は，シリコーン系軟質裏装材でコーティン
グして，その周囲を硬いアクリル樹脂などで包埋するサ
ンドイッチ構造とした。
結果：義歯床の中で弾性を保ち，維持腕の可動域を大き
くし，通常のワイヤークラスプでは設定できない審美的
に良好な部位に走行させることを可能にした。また，鉤
体部周囲を軟質裏装材で覆うという技法は，鋳造クラス
プにも応用が可能で，鉤体部の設定を工夫すれば審美的
な走行位置を獲得することも可能となる。
結論：本クラスプは，矯正用ワイヤーを屈曲して製作す
る技法と維持腕（線鉤）と拮抗腕（鋳造鉤）を組み合わ
せて 1つのクラスプにするいわゆるコンビネーションク
ラスプの 2種類から構成されている。また，クラスプの
弾性を保持するため，軟質樹脂によるコーティングを施
す技法により，支台歯の傾斜や捻転方向によって生じる
深いアンダーカット部への審美的なクラスプの設定に有
用であることが示唆された。

P—29
イチョウ酢の抗肥満効果と作用機序の検討

細田秀剛1），川添裕美3），柴　肇一3），真鍋厚史1），
沼澤　聡2）

1）昭和大学歯学部　歯科保存学講座 美容歯科学部門
2）昭和大学薬学部　毒物学教室
3）リジェンティス株式会社

P—30
クラスプの審美性を向上させる新たな技法

山口佳男
特定非営利法人　さいたま訪問歯科診療支援機構
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目的：コンポジットレジン（CR）による審美的な修復を
行うためには，天然歯と CRの色調の一致だけでなく，
蛍光特性の一致も重要である。天然歯は自然光で常に蛍
光を発しているため，蛍光の不一致は審美的な不満足を
もたらす。特に，近年の LED系ブラックライトの発展
により紫色ライト（近紫外領域，405 nm）に晒される機
会が増えてきており，このような環境下での CRの蛍光
を制御することが重要である。そこで弊社は，紫外およ
び近紫外環境下での蛍光が天然歯と同等である新規充塡
用 CR（GNX108）を開発した。本発表では，GNX108お
よび他社既存製品 A，B，Cの蛍光特性を評価したので
報告する。
方法：CRの蛍光特性の評価は，蛍光スペクトルの測定
により行った。各種 CRを金型（直径 10 mm，厚さ 1 
mm）に充塡し，G‒ライトプリマⅡPlus（ジーシー）に
より光照射し硬化させ，試験片とした。試験片の蛍光ス
ペクトルを SpectraMax M2（Molecular Devices）によ
り測定し，蛍光スペクトルの波形および強度を天然歯の
ものと比較した。
結果と考察：いずれの CR試料においても天然歯の同様
の蛍光スペクトルの波形を示した。これは，いずれの場
合においても蛍光色が同一であることを示している。蛍
光強度に注目すると，GNX108は紫外光および近紫外環
境下のいずれにおいても，天然歯と同等の蛍光強度を示
した。一方，製品 A，B，Cは紫外光（波長 365 nm）お
よび近紫外光（波長 405 nm）環境下のいずれにおいて
も，天然歯と同等の強度を示さなかった。
結論：新規充塡用コンポジットレジン GNX108は，紫外
および近紫外環境下で天然歯と同等の蛍光特性を示し，
より優れた審美修復治療が期待できる。

症例の概要：前歯部の 1歯変色に対し，生活歯では根管
治療を施したのちにウォーキングブリーチによる治療，
または歯を削合しセラミック修復など補綴物で対応する
ことが以前より報告されている。前歯部 1歯の変色原因
として，本症例では外傷が考えられ，トランジェントア
ピカルブレイクダウンやパルプリバスクラリゼーション
が起きたと推察され，エックス線診査において歯髄腔の
狭窄がみられた。今回，生活歯の変色に対し，歯の削合
や補綴することなく，ホワイトニングのみで良い結果を
得たので報告する。
治療方針：変色した前歯部の審美障害を主訴に来院した
数症例で，エックス線診査，電気歯髄診断により歯髄の
生活反応検査を行い，歯髄の生死を鑑別したうえで生活
歯と診断した。変色した生活歯に対し，ホームホワイト
ニングとオフィスホワイトニングを併用するデュアルホ
ワイトニングバイタルを行った。変色歯に集中したホワ
イトニングを行い変色歯の明度を上げ，その後全体の明
度を上げるために全体のホームホワイトニングを行い，
色調の調和を図った。
治療経過：デュアルホワイトニングバイタルを行いなが
ら変色歯の明度の変化を観察し，オフィスホワイトニン
グ，ホームホワイトニングの期間や部位を調整した。予
後 4年経過症例においては，わずかに生活歯変色の後戻
りがみられたが，再度全体のホームホワイトニングを行
うことで，調和する色調を得ることができた。
考察および結論：全症例とも患者より，高い満足を得る
ことができ，また審美的およびMI（ミニマルインター
ベンション）の観点においても機能的で良好な色調の長
期的安定が示された。生活歯の変色に対し，デュアルホ
ワイトニングバイタルは，不必要な抜髄や歯を削合し補
綴することなく審美的に対応できることが示された。全
症例とも良好な経過を経ているが，長期的な安定を維持
するため今後も経過観察を続けていく予定である。

P—31
新規充塡用コンポジットレジンの審美的特性

神　聖史，熊谷知弘
株式会社ジーシー

P—32
生活歯 1 歯変色におけるホワイトニングを行った症
例報告

黒田敏樹，曾根良美，杉安亜由美
黒田クリスタル歯科　吉祥寺
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症例の概要：不慮の事故により上顎前歯の欠損や破折，
脱臼などで来院する患者は少なくなく，審美的な要件を
必要とするため即日処置を求められる。そこで今回，前
歯審美領域の歯冠破折に対し応急であるが即座に対応し
た症例を報告する。
症例 1）露髄を伴わない歯冠破折：10歳女性。下校時，
下り坂で転倒し顔面を強打，口唇の擦過傷と歯冠破折に
よる審美障害を主訴として来院。翌日の学校での活動な
ど生活に支障が生じるため見た目の回復を本人，親から
望まれた。
症例 2）露髄を伴う歯冠破折：82歳女性。食事中前歯で
固い物を嚙んだため歯冠破折し審美障害を主訴として来
院した。
治療方針：症例 1）上顎右側中切歯（以下 11）は冷痛を
認め，上顎左側中切歯（以下 21）は軽度の冷痛を認め
た。年齢も考慮しレジン充塡で対応することとした。
症例 2）21は冷痛（＋－），打診痛（－）があった。歯髄
腔の露出が確認されたため，抜髄後，破折した歯冠部を
用い審美回復を行うこととした。
治療経過：症例 1）浸麻下にて歯面清掃を行い，歯面に
入り込んだ黒変を慎重に除去後，粗糙な部位の研磨を行
い，必要最小限の歯面にリン酸ゲルを用いて選択的に
エッチングを行い，セルフエッチングプライマーとボン
ディング材にて歯面処理後，フロアブルコンポジットレ
ジンをフリーハンドにより充塡，研磨を施した。
症例 2）通法に従い，浸麻下にて抜髄後根充を行い，ポ
スト窩を形成後，スクリューポストを仮固定し，破折し
た歯冠部をテンポラリーセメントで仮着した。
考察と結論：日常臨床において，歯冠，歯根破折の処置
を行うことはまれなことではなく，特に前歯部の審美領
域では緊急を要することが多いと思われる。破折の原
因，欠損形態はさまざまであるが，患者やその家族から
早期の審美回復を希望されることが多く，限られた診療
時間内にどのように対応するか悩むところである。本症
例のように患者やその家族の意向を加味した早期の審美
回復が必要であると思われる。

症例の概要：60歳女性。多数歯くさび状欠損，陶材焼付
鋳造ブリッジの形態不良などによる審美障害の改善を主
訴に，平成 26年 11月来院。既往歴は高血圧，骨粗鬆症。
治療方針：患者は，できるかぎり歯質を保存し審美障害
を改善すること，骨粗鬆症治療薬内服中のためインプラ
ント以外で治療することを要望した。そのため，くさび
状欠損の一因となる TCH（上下歯列接触癖）改善を目的
に安静空隙確保を指導し，現症に応じてコンポジットレ
ジン修復，オールセラミック修復などを行うこととした。
治療経過・治療成績：まず，上顎中切歯部くさび状欠損
のコンポジットレジン修復から治療を開始した。その
後，安静空隙の指導，歯周基本治療，歯内療法，支台築
造，デュアルホワイトニング，歯冠修復を行った。上顎
左側前歯部 1歯欠損ブリッジについては，欠損部の近遠
心的幅径狭小によるポンティックの形態不良が認められ
たため，支台歯 2歯の歯冠修復により，審美性改善を試
みた。プロビジョナルレストレーションを装着し，患者
の使用感，機能および審美性改善の確認後，この情報に
基づき最終補綴装置を製作，装着した。その結果，患者
の高い満足が得られた。全顎的な治療後約 2年経過した
時点でも，顕著な歯肉退縮およびくさび状欠損の進行は
認められず，機能性および審美性は良好である。
考察および結論：本症例では，現症に応じて必要最小限
の侵襲による治療を行い，患者の満足および良好な治療
結果が得られた。患者の要望および期待を明確にしたこ
と，TCHを改善し安静空隙を確保できるように指導し
たこと，治療過程，結果およびメインテナンスまでのイ
メージを共有したことが，この結果に繋がったと考えら
れる。

P—33
審美領域の歯冠破折に行った応急処置

木村拓郎1），貞光謙一郎2），島田卓也3），安光崇洋4）
1）木村歯科医院
2）貞光歯科医院
3）島田歯科医院
4）やすみつ歯科クリニック

P—34
多数歯くさび状欠損を含む審美障害の改善―2 年経
過症例―

横田春日1），田上直美2）
1）クローバー歯科
2）長崎大学病院
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症例の概要：矮小歯の修復においてポーセレンラミネー
トベニア（以下 Porcelain Laminate Veneer；PLV）は
非常に有効な処置であると考える。PLVを審美的・長期
的に維持するには，いかに多くのエナメル質を残存させ
るか，セメントによる色調のコントロールができること
が必要であると考える。セメントについてはさまざまな
コンセプトのものがみられるが，今回は色調のコント
ロールで最も重要と考える明度に着目したセメントを使
用し，審美的修復を行った症例を報告する。
治療方針：上顎両側側切歯は矮小歯であり，全顎的には
目立った齲蝕もなく，口腔内の清掃状態も良好であっ
た。機能的にはブラキシズムによる咬耗がみられ，とく
に左側犬歯に咬耗がみられた。両側側切歯はやや口蓋側
に傾斜しており，中切歯がやや唇側に突出しているよう
にみられるが，側貌からは異常なほどの突出感はなく，
両側側切歯に付加的に PLVを装着することにより審美
的に修復が可能と考えた。
治療経過：診断用ワックスアップを作製し，プロビジョ
ナルレストレーション（以下プロビジョナル）を装着し
た。左側側切歯については咬合干渉が認められる可能性
があり，プロビジョナルにて約 2か月の経過観察を行っ
た。形態などの審美性や使用感には満足していたが，左
側の PLVの脱離を繰り返したため，患者の同意のうえ，
下顎前歯部に咬合調整を行ったところ脱離が認められな
くなり，最終修復物を製作することとした。シリコーン
印象を行い，最終修復物完成後，セメントトライを行い，
PLVをビューティセムベニアにて接着した。
考察と結論：本症例において，プロビジョナルで機能的
な経過を観察したうえ，ほぼ無形成で PLV修復を行え
たことは，接着において長期的予後が期待できる。また
PLVをより審美的な修復とするためにはセメントの色
調は非常に重要なポイントとなり，セメントトライが可
能であることは必要不可欠で，そのステップ数が少ない
ことは臨床において非常に有用であると思われる。

症例の概要：44歳男性，全顎に及ぶテトラサイクリン系
抗菌薬による変色歯に対して，ポーセレンラミネートベ
ニア（PLV）処置を行い，審美障害の良好な改善が図れ，
治療後 8年経過したので報告する。
治療方針：審美検査より上顎 6前歯は，色調以外に歯冠
形態にも不調和を認めるため，補綴処置を行うことにし
た。フルクラウン形成は，歯冠唇舌径が薄く，根管処置
が必要になるため，MIを考慮して PLV処置とした。
治療経過：診断用Wax upを作製し，十分なモックアッ
プ期間の観察で，機能的評価と審美的要望を確認した。
その後 PLV形成と印象を実施し，PLVを接着性レジン
セメントにて装着した。装着から 8年経過しているが補
綴装置は良好に経過している。
考察：補綴治療の原則は，残存組織の保全と機能回復率
の向上である。審美歯科治療は，それに加え顔貌‒口唇‒
歯列との調和，インサイザルエッジポジション，スマイ
ルライン，咬合平面，ジンジバルライン，歯冠バランス
を診査し，包括的な治療を組み合わせる難易度の高い分
野である。審美領域の評価は，客観的評価に加え，患者
自身の主観的評価が患者満足度に直結する。そのため，
診断用Wax upと十分なモックアップ期間の観察は必須
である。その期間で，患者の審美的要望を歯科医師‒歯
科技工士‒歯科衛生士‒トリートメントコーディネー
ター間で共有する重要性を感じた。

P—35
セメントの色調を考慮した矮小歯におけるラミネー
トベニア症例

安光崇洋1），貞光謙一郎2），島田卓也3），木村拓郎4）
1）やすみつ歯科クリニック
2）貞光歯科医院
3）島田歯科医院
4）木村歯科医院

P—36
上顎前歯部をポーセレンラミネートベニアで審美修
復した 8 年症例

石橋良則1），太田拓哉2），佐藤豊彦3），松本尊治1），
武藤　実4），中野忠彦5）
1）大崎シティデンタルクリニック
2）東京八重洲デンタルクリニック
3）国際医療福祉大学三田病院 歯科口腔外科
4）上高井戸歯科六本木
5）NAKANO DENTAL
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症例の概要：上顎前歯部の審美修復を行うに際し，左右
で異なった補綴材料にて修復処置を行うことはよく経験
するが，左右の色調を合わせることが困難なことも少な
くない。今回，明度に焦点を当てた色調再現が可能なセ
メントを使用し，審美的な修復を行った症例を報告する。
治療方針：患者は 59歳女性，上顎右側中切歯（以下 11）
のレジン前装冠脱離で来院した。説明と同意を得た結
果，11は抜歯後インプラントを埋入しオールセラミック
クラウン（以下 ACR），上顎左側中切歯（以下 21）は
ポーセレンラミネートベニア（以下 PLV）にて修復する
こととした。
治療経過：左右歯頸線を調和しやすくするために11の矯
正的挺出を行い，歯肉を歯冠側方向に移動後，抜歯即時
にて Spline HAインプラント（HAKUHO）の埋入を行っ
た。インプラントの骨結合を確認後，11および 21の診
断用ワックスアップを作製，それを基にプロビジョナル
レストレーション（以下プロビ）を作製した。21プロビ
はビューティコート（松風）にて装着し，プロビの上か
ら PLVの形成を行った。形成後にはチェアーサイド
SEM観察システムによりエナメル質の残存状態を確認
し，ビューティセムベニア（松風）にて接着した。
考察と結論：診断用ワックスアップを付加的に作成する
ことにより形成量を少なくすることが可能となるためエ
ナメル質を多く残存でき，PLVの長期接着が期待でき
た。ACRの色調は支台歯や接着材料の色調にも影響さ
れる。PCVは厚みがさらに薄くなることからセメント色
の影響をより大きく受けることが考えられる。有色セメ
ントの相違により色差が出ることは少ないことから，明
度で調整の可能なセメントが有用であると考える。
ビューティセムベニアは光重型のレジンセメントである
ため重合精度が高く，重合開始剤にアミン未使用のため
セメントの経時的な色調変化も少ない。基本の色調は明
度の異なる 3色から選択する簡便なシステムで容易に色
調を合わせることが可能であった。

症例の概要：ジルコニアフレームワークに陶材を前装し
た補綴装置は，前歯部および臼歯部の補綴治療に広く用
いられている。今回，上顎前歯部欠損による審美障害の
改善を主訴に来院した患者に，ジルコニアを応用した接
着ブリッジによる補綴治療を行い，良好な結果が得られ
たので報告する。
治療方針：患者は 32歳の男性。主訴は上顎右側中切歯
（以下 11）欠損による審美障害であった。11は水平埋伏
していて，抜歯は外科的侵襲が大きいことを患者に説明
した。患者は 11抜歯後のインプラント治療は希望せず，
ジルコニアフレームワークに陶材を前装する接着ブリッ
ジによる治療を選択した。
治療経過および考察：上顎右側側切歯，左側中切歯に対
して，支台歯形成後，シリコーン印象材を用いて精密印
象採得を行った。接着ブリッジのフレームワークにはジ
ルコニア（セルコン）を用い，前装用陶材（ジロックス）
を築盛・焼成した。装着に際して，接着ブリッジの支台
装置内面に対して，アルミナブラスト処理およびプライ
マー処理（クリアフィルフォトボンド）を行った後，レ
ジン系装着材料（パナビア F2.0）を用いて装着した。装
着後，3～6か月ごとの経過観察を行い，接着ブリッジお
よび歯周組織などの検査，確認を行っている。装着後，
10年が経過しているが異常所見は認められず，患者はこ
の治療結果に満足している。
結論：本症例では，11欠損に対してジルコニア接着ブ
リッジを用いて補綴治療を行った結果，良好な経過が確
認された。上顎前歯部の 1歯欠損に対して，ジルコニア
フレームワークに陶材を前装した接着ブリッジは，10年
間にわたり審美的および機能的に満足できる治療結果を
得ることができた。

P—37
上顎左右中切歯に対し異なった補綴材料を用いて審
美修復を行った症例

島田卓也1），貞光謙一郎2），木村拓郎3），安光崇洋4）
1）島田歯科医院
2）貞光歯科医院
3）木村歯科医院
4）やすみつ歯科クリニック

P—38
ジルコニアフレームワークに陶材を前装した接着ブ
リッジの 10 年経過：症例報告

木谷　仁1），小峰　太1），本田順一1），三上圭子1），
小島綾子2），松村英雄1）
1）日本大学歯学部　歯科補綴学第Ⅲ講座
2）日本大学歯学部付属歯科病院　歯科衛生室
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目的：抜歯によって歯槽骨は水平的に 29～63％，垂直的
に 11～22％吸収するといわれており，予後不良歯を抜歯
することで歯冠長の不調和が予測された患者に対し，矯
正的挺出を行い歯周組織の造成を行い良好な結果が得ら
れた。
治療方針：患者は歯が揺れることを主訴に来院した64歳
の女性。過去に矯正治療を受け，定期的に検診を受けて
いたが，歯の移動および動揺を感じるようになり，担当
医に歯周治療を受けていたが，数年前より上顎前歯部の
長さが違うこと，正中離開が生じたため本診療所に紹介
を受けた。全顎的に中程度の骨吸収を認め，特に上顎前
歯部および上下顎左側臼歯部は根尖部付近までにいたる
骨吸収を認めた。臼歯部には深い歯周ポケットを認め，
動揺を認めている状態であった。咬合診査より偏心運動
時にすべて臼歯部に咬頭干渉を認めた。治療計画は予後
不良歯の抜歯およびう蝕処置を先行し，スケーリング，
SRPを平行して行った。上顎前歯部はブリッジにてアン
テリアガイダンスの改善および下顎左側 6にのみインプ
ラント治療を行い咬合の安定を図ることとした。
結果：上顎前歯部の抜歯に伴う骨吸収，歯肉レベルの調
和を得るために矯正挺出を行い，歯槽骨の平坦化，歯肉
レベルの改善を行うこととし，ステンレススチール屈曲
を行いブラケットの装着を行った。1か月に 0.5～1 mm
の範囲内で 6か月矯正的挺出を行った。抜歯と同時にプ
ロビジョナルレストレーションの装着を行った。側方運
動時の臼歯部の干渉がない舌側面形態，歯頸線の不調
和，ブラックトライアングル，ガミースマイルの改善を
認める。術後 2年の期間ではあるが，上顎前歯部の歯肉
の変化はないと思われる。
まとめ：矯正的挺出を行ったことにより周囲歯槽骨の平
坦化，辺縁歯肉の増大ができたと考える。そのことによ
り抜歯による歯周組織の変化を最小限にできたと考える。

症例の概要：患者は 50歳女性。上顎前歯部の審美障害が
主訴。健康状態良好。ブラキサー（歯ぎしりとクレンチ
ング）。2次う蝕，咬耗，エロージョンを多数歯に観察。
7 は感染根管治療を要した。 1 1 の歯肉歯頸部ライン
は理想より歯冠側に位置し， 5 は口蓋転位し， 2 に軽
度捻転があった。上顎前歯部から小臼歯部にかけて歯軸
が口蓋側に傾斜しバッカルコリダーが大きめであった。
長期的に安定した予後を求めて咬合再構成を行い，機能
的かつ審美的改善を得られた症例について報告する。
治療方針：歯周初期治療等終了後，リーフゲージテク
ニックで咬合挙上した新しい中心位で石膏模型を咬合器
に装着して診断用ワックスアップを行い，ポーセレンラ
ミネートベニア（以下，PLV）とジルコニアクラウン（以
下，クラウン）による補綴およびコンポジットレジン（以
下，CR）による直接修復を組み合わせ，低侵襲な治療計
画を策定した。
治療経過： 2 2― 　は Interproximal Reductionと CRによ
る形態修正で叢生を解消。診断用ワックスアップを参考
に下顎前小臼歯部の咬耗した咬頭や切縁を CR修復で復
元。上顎前小臼歯部にシリコンマトリックスを用いてプ
ロビジョナルを作成。 6 6 は CRを咬合面に添加してプ
ロビジョナルとし，後に古い修復物とう蝕を除去して咬
合面を CR修復。BTAテクニック®適用の 1 1 は歯肉
マージンを根尖側に， 5 は頰側および根尖測に約 1 mm
移動するため歯肉切除を行った。クラウン補綴後，上顎
前歯部に PLVを補綴し治療を完了した。
考察と結論：診断用ワックスアップとスマイルデザイン
による治療目標の設定は歯質切削量の最小化に役立つ。
CR修復やBTAテクニック®による歯肉ラインの改善な
ど，低侵襲な治療法を組み合わせて咬合再構成とスマイ
ルメイクオーバーを行い，犬歯誘導による作業測の臼歯
部離開も得られ，患者の満足を満たす審美性と機能性の
両立を得ることができた。

P—39
補綴前処置として MTM を行った一症例

松本和也1），鈴木玲爾1,2）
1）明海大学 PDI埼玉歯科診療所
2） 明海大学歯学部 機能保存回復学講座　オーラルリハビリテー
ション学分野

P—40
咬合再構成と BTA マージンのポーセレンラミネー
トベニアを含むスマイルメイクオーバーの 1 症例

権藤ひとみ1），坪田健嗣2），高田恒彦3）
1）ひとみデンタルクリニック
2）赤坂フォーラムデンタルクリニック
3）たかだ歯科クリニック
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症例の概要：患者は60歳の女性で既往歴に特記事項はな
い。前歯部の歯周病による著しい 12の歯牙挺出および
11，21の歯肉退縮，歯間空隙による審美性を損なった口
元を改善したいという主訴に対して，BTAによるセラ
ミックスクラウン，ラミネートベニア治療を選択し改善
した。歯の切削量を極力少なくして審美改善を施した。
治療経過：上下概形模型を作製し，模型上で診断用ワッ
クスアップを行った後に BTAマージン想定してラミ
ネートベニアのプロビジョナルを作製した。まず12のク
ラウンを形成し歯肉内縁上皮をジンジタージュし歯肉
マージンの歯肉の退縮の改善を試み確認後，11，21のラ
ミネートベニア治療を進めることにした。前もって用意
したプロビショナルを入れて 1週間後経過をみた。形成
にあたりそれぞれの歯牙はボーンサウンディングを行
い，12は歯肉縁から骨縁までは 3 mmであった。BOPT
テクニックで，内縁上皮をジンジタージュした。11，21
は歯肉縁から骨縁まで 2 mmであり約 1 mmの歯肉切除
を行った。歯肉縁と同位置をマージンフィニッシングラ
インとしラミネートベニアの形成を行った。形成，印象
後，前もって準備したラミネートベニアのプロビジョナ
ルを仮着した。ラミネートベニアの作製の際には歯肉ラ
インと BTA（生物学的な歯肉の適合）を考慮し，アウ
ターマージンの位置を決定した。約 2週間後に e‒maxで
作製したクラウンを 12に，ラミネートベニアを 21，22
に合着した。12，11，21はやや左右対称とはいえないが
審美改善はされて患者の満足を得ることができた。
考察および結論：BTAテクニック®を用いて歯肉ライン
を根尖方向に移動することで，歯肉退縮および歯軸回転
により歯肉ラインが不揃いとなった症例を改善し，自然
な形態に治すことができた。なお，歯肉切除，内縁上皮
のジンジタージュにより歯肉退縮を改善でき，歯の切削
量を最小限にとどめ前歯部歯肉不揃いを歯肉切除による
BTAテクニックで審美改善ができた。

症例の概要：初診時 30歳女性。前歯部審美障害（上顎右
側側切歯の口蓋側転位，上顎左右中切歯の補綴物の色調
および歯冠形態の不調和）を主訴に来院。上顎前歯部の
みの矯正と，既存の補綴物の作製を希望。マウスピース
型矯正装置を用いて上顎右側側切歯の口蓋側転位を改善
した後，ホームホワイトニングを行い，BTAテクニッ
ク®を応用した歯冠修復により，可及的に歯牙の削合を
避けて，歯冠の色調および歯肉形態の改善を図った。
治療方針：矯正治療終了後に，ホームホワイトニングを
行った。上顎左右中切歯のボーンサウンディングを行い
骨縁から 1.5 mm以上離して歯肉切除後，2.0 mm以上の
付着歯肉確保可能で BTAテクニック®が適用できるこ
とを確認した。術前の模型上で，歯肉切除用のシリコー
ンガイドを作製し，口腔内に適合させて結合組織付着を
侵襲しない範囲を電気メスにて歯肉切除を行った。作製
したプロビジョナルを用いて歯肉を圧迫後，2週間経過
観察を行い，歯肉炎が生じていないことを確認のうえ，
BTAマージンを付与したオールセラミックス補綴物を
レジンセメントを用いて歯牙に装着した。
結果および考察：歯肉切除の際にシリコーンガイドを使
用することで，正確な切除量や左右差を確認しながら迅
速な歯肉切除を行うことができた。スマイルの写真をも
とに歯肉の位置を設定し患者の審美的満足を得られた。
矯正治療後の歯牙に対し，BTAテクニック®による補綴
物を作製することで，より理想的な歯肉形態を与えられ
た。通常よりも補綴物マージンに厚みをもたせることが
できるため，オールセラミックス破折のリスクを軽減す
ることができ，補綴物および歯肉形態の長期予後の安定
が期待できると考えられた。

P—41
前歯部歯肉ラインの審美性を BTA テクニック® で改
善した一例

三宮恵子1），笹木孝夫2），古谷彰伸3），小原信二4），
坪田健嗣5）
1）日本橋三宮デンタルケアクリニック 99
2）デンタルオフィスささき
3）勝田台フルヤ歯科
4）（有）グランツテクニカ
5）赤坂フォーラムデンタルクリニック

P—42
BTA テクニック® を用いて審美的治療を行った症例

山本朋子1），笹木孝夫2），古谷彰伸3），前島健吾4），
坪田健嗣5）
1）おしま歯科医院
2）デンタルオフィスささき
3）勝田台フルヤ歯科/昭和大学歯学部　歯科補綴学講座
4）前島歯科医院　飯田橋デンタルケアオフィス
5）赤坂フォーラムデンタルクリニック
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症例の概要：根面被覆時において，VISTA（Vestibular 
Incision Subperiosteal Tunnel Access）が提唱されてい
る。歯冠側移動したフラップを目的の位置に確実に固定
することが難しいという問題を改善するための術式であ
る。切開線が 1つで済み，切開による血流遮断が少ない
という特徴に着目してインプラント周囲への硬軟組織造
成への応用も報告されている。今回，1 単独歯のインプ
ラント修復に対して VISTAテクニックを応用した症例
を供覧する。患者は 49歳，女性。2016年に近医にて 1
抜歯。患者はインプラント修復を希望したが，骨が薄い
ためインプラント修復が困難であると説明を受けた。そ
の後，上顎前歯部の審美不良改善を目的に近医より紹介
来院した。
治療方針： 1 はインプラント埋入手術と同時に VISTA
テクニックを応用し硬組織造成を行うこととした。
治療経過・治療成績： 1 歯槽頂切開後，顎堤頂にわずか
な切開と全層弁剝離を行いインプラント埋入。骨量が少
ないインプラント唇側には，上唇小帯に縦切開を設け全
層弁で剝離を行いトンネル状となったフラップ内にイン
プラント治療用骨補塡材（炭酸アパタイト）を挿入する
ことで厚径の増大を図った。
考察：審美領域ではフィクスチャーを理想的な位置へ埋
入することが重要となる。埋入位置を重視した結果，わ
ずかに不足した唇側の厚みに対して VISTAテクニック
を応用することで，侵襲も少なく適切な骨造成が行えた
と考えられる。
結論：インプラント唇側の骨厚径の増大に VISTA応用
は有効だった。

症例の概要：歯肉が退縮し歯頸線が揃っていない上顎前
歯 6本に対して患者の希望で矯正治療を行わず非外科的
に歯肉ラインが改善できる BTAテクニック®と B.　O.　P. 
T. テクニックにより大幅に歯肉のレベルの改善を図る
ことができた症例を報告する。
治療方針と経過：患者は 52歳女性。前歯を綺麗に治療し
てほしいと来院した。上顎左1番の歯肉の退縮が著しい。
ハンドボールをしており咬合力も強く切端の咬耗がみら
れる。まずプロビジョナルレストレーションを作り
BTAテクニック®とB.　O.　P. T. テクニックを使用しなが
ら非外科的に歯肉の形態を整えた。再度，技工士に依頼
したプロビジョナルレストレーションに置き換え，1か
月以上歯肉の成熟を待ち歯肉ラインが整ったところで最
終補綴物を製作した。
結果および考察：BTAテクニック®を用い矯正治療や外
科的な骨削合を行わずに歯頸部のラインを揃えて，B.　O.　
P.　T. テクニックにより退縮した歯肉を回復することが
できた。結果，歯肉ラインが整い歯列アーチも改善して，
審美性に優れた補綴物で治療を行い，患者に満足感を与
えることができた。患者自身も笑顔に自信がもて写真を
撮られることが好きになったとのことであった。
結論：BTAテクニック®と B.　O.　P.　T. テクニック両方の
テクニックを併用していくことにより，非外科的に審美
的な歯肉ラインを追求していくことができる。

P—43
VISTA テクニックを用い審美回復を行った前歯部イ
ンプラント修復

丸山聖人1），佐藤洋平1），野平勇人2），白井麻衣1），
清水　賢1），斎藤裕径1），大久保力廣1）
1）鶴見大学歯学部　有床義歯補綴学講座
2）鶴見大学歯学部　歯科技工研修科

P—44
BTA テクニック® と B.　O.　P.　T. テクニックを使って
前歯の歯肉のラインの審美性を高めた一症例

石田裕美1），笹木孝夫2），前島健吾3），古谷彰伸4），
妹尾ゆかり5），大友修一郎6），坪田健嗣7）
1）ひろみ歯科医院　京王仙川
2）デンタルオフィスささき
3）勝田台フルヤ歯科
4）前島歯科医院　飯田橋デンタルケアオフィス
5）東京勤労者医療会　代々木歯科
6）大友歯科
7）赤坂フォーラムデンタルクリニック
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症例の概要：審美エリアの支台歯形成に対する新しい支
台歯形成のアプローチとして BOPT（Biologically Ori-
ented Preparation Technique）が提唱されている。明瞭
なフィニッシュラインを付与せず，補綴装置製作時に任
意のマージンを設定する新しいコンセプトの形成であ
る。今回，歯頸線の対称性を欠いた 1 単独歯の歯冠修復
に対してBOPTテクニックを応用した症例を供覧する。
患者は 53歳，女性。2017年に事故により， 1 破折し，
露髄， 1 も失活し，根尖病巣を生じたため両歯とも根管
治療がなされた。その後上顎前歯部の審美不良改善を目
的に近医より紹介来院した。 1 歯頸線は反対側同名歯
と比較し 1 mm程度根尖側に位置しており，輪郭も非対
象だった。 1 の歯冠色も紫色を呈していた。
治療方針： 1 は歯冠修復にあたり歯頸線の調整を考慮
し BOPTを応用した。 1 の歯冠色改善はウォーキング
ブリーチの適応後，コンポジットレジンで修復した。
治療経過・治療成績： 1 はフィニッシュラインを移行的
にした後，歯肉縁下の出血を促す“Gingitage”形成を
行ったことで近心隣接部の形態，歯頸線全体の歯冠側へ
の移動を行った。チェアサイドで決定した形態を作業用
模型に転写し最終補綴装置の辺縁形態を再現した。
考察：歯頸線の歯冠側面移動は Gingitageと明瞭なフィ
ニッシュラインをなくし，フィニッシングエリアを設け
る独自の形成により得られた支台歯形態によるものと考
えられる。
結論：歯冠修復時の歯頸線の歯冠側移動を伴う調整への
BOPT応用は有効だった。

症例の概要：33歳女性。35番の審美的補綴を希望し来院
した。歯冠補綴物が脱離し歯牙の破折もあり他院にて感
染根管治療を受けたが，その後の補綴処置にあたり，審
美的な補綴治療は困難であり，フルメタルクラウンにな
るとの説明を受けたため，当院を受診した。初診時，35
番の頰側マージンは歯肉縁下にあり，付着歯肉の高さも
十分にあるとはいえない状態であった。
治療方針：動揺や著明な歯肉炎もみられず，歯の保存は
可能と診断した。前医にて根管治療は終了していたため
グラスファイバーコアを植立した。当院では深い縁下カ
リエスや縁下に及ぶ破折歯に対し BTAテクニックを用
い，安定した周囲歯肉を維持しつつも歯冠延長術などの
外科的処置を行わず保存治療を行っており，本症例も同
テクニックを使用したセラミックスクラウンによる補綴
治療を行う方針とした。
治療経過・治療成績：破折による歯茎部歯肉の頰側方向
へのボリュームの低下とともに，付着歯肉が垂直方向に
短く術後の歯肉の安定性に悪影響が及ぶ可能性を考え，
BTAテクニックによるクラウンのマージンを 3段マー
ジンとした設計とし，歯肉の歯冠方向への獲得と頰側方
向への厚みの獲得を期待した。支台歯形成と同時に
BTAテクニックによる歯肉切除と印象採得を行いプロ
ビジョナルクラウンを仮着。2週間後にBTAテクニック
を使用したジルコニアクラウンを装着した。1か月後に
は頰側方向への歯肉の厚みが増してきており，7か月後
には，さらなる歯肉の厚みの増大と歯冠側方向への歯肉
の獲得がみられ，付着歯肉も術前よりも増大した。15か
月後現在ではさらなる歯肉のボリュームの回復がみら
れ，炎症もみられず良好に経過している。

P—45
BOPT により歯頸線の調整を行った前歯部歯冠修復

佐藤洋平1），伊原啓祐2），漆原　優1），小樋香織1），
丸山聖人1），井本弘子1），若松怜子1），笠原文夏3），
大久保力廣1）
1）鶴見大学歯学部　有床義歯補綴学講座
2）鶴見大学歯学部　歯科技工研修科
3）鶴見大学歯学部附属病院　歯科衛生士部

P—46
BTA テクニック® を用いたクラウンにより，歯頸部
辺縁歯肉の安定とともに形態的なボリュームの回復
を得ることができた一例

西　治1,4），西　有紀江1,4），古谷彰伸2,4），坪田健嗣3,4）
1）西歯科クリニック
2）勝田台フルヤ歯科
3）赤坂フォーラムデンタルクリニック
4）審美歯科 BTA研究会
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重度慢性歯周炎患者に，徹底的なプラークコントロー
ル，SRP，歯周外科，矯正治療，プロビジョナルレスト
レーション，再生療法などを駆使し補綴処置を行い，歯
周補綴の手技を用いずに，インプラントによる咬合支持
獲得でクロスアーチスプリントを回避し，審美的にも機
能的にも，経過良好な結果を得た12年経過症例を報告し
た。
症例の概要：患者：64歳女性。初診：2003年 12月。右
下ブリッジの脱離，歯が磨きにくいとの主訴で来院。
エックス線初見では，全顎的に高度な骨吸収を認め，歯
周ポケットも深く，PPD占有率 30％，Bop陽性率は 33％
であった。特に上顎左側に多くの垂直性骨欠損，下顎 4
前歯は骨欠損が著明で保存不可能であった。また，多数
歯に二次性咬合性外傷による高度な動揺が認められた。
診断名：広汎型重度慢性歯周炎。
治療方針：①徹底的なプラークコントロール，②歯周基
本治療，③歯周外科，④矯正治療，⑤保存不可能な歯の
抜歯，⑥プロビジョナルレストレーション，⑦再生療法，
⑧インプラント，⑨補綴処置，⑩SPT
治療経過・治療成績：徹底的なプラークコントロールの
後に，歯周基本治療，再評価検査後歯周外科，矯正治療
後，保存不可能な歯の抜歯，プロビジョナルレストレー
ションによる咬合の回復，15，23，24，25に再生療法，
16，27，36，46のインプラント埋入による咬合支持の獲
得，その後補綴処置を行い，SPTに移行した。結果，ク
ロスアーチスプリントを回避し，単冠・最小本数のブ
リッジでの補綴設計となった。そのため，審美性の改善，
機能回復，残存組織の保全が得られた。
考察：本症例のような重度歯周炎患者の治療には患者自
身によるセルフケアが最重要であった。また，咬合支持
が必須であった。
結論：重度歯周炎患者の治療には，徹底的なプラークコ
ントロールと臼歯部の咬合支持の獲得が重要であった。
そして，補綴処置の連結を避けることで審美的な結果が
可能となった。

症例の概要：73歳男性。ブリッジ脱離による咀嚼障害と
審美障害を主訴に来院した。23，26，27が残根状態であ
り，対合歯の挺出，全顎的な咬耗がみられた。23部には
補綴に必要なクリアランスがなく，咬合高径の低下が疑
われ，閉口時に顎位の左側への偏位も認められた。37，
45，46，47は欠損であった。
治療方針：保存不可能な残根は抜歯し，保存可能な歯の
根管治療を行う。咬合挙上副子により顎位を模索し，上
下治療用義歯により顎位を修正する。顎位の安定を確認
し，歯冠補綴および部分床義歯により最終補綴を行う。
治療経過：歯周基本治療と並行し，咬合挙上副子の装着
および調整を行いながら，26，36の抜歯，23，27の感染
根管治療を行った。その後，16，17，27の全部鋳造冠に
よる補綴，23の歯冠長延長術を行った。咬合挙上副子で
安定を得られた顎位にて咬合採得を行い，前歯部で 5 
mm咬合挙上した治療用義歯を装着した。審美性の改善
と咬合の安定を確認した後，プロビジョナルレストレー
ションに置き換え，前歯誘導，側方ガイドの調整を行っ
た後，23，33～43の陶材焼付冠，上下部分床義歯の作製
を行い，装着した。義歯の使用に問題がないことを確認
し，メインテナンスへ移行した。
考察：本症例では咬合挙上が必要であると同時に，顎位
の偏位を診断し，修正することが重要であった。顎位の
修正を安全に行うためにはできるだけ保存的・可逆的で
あることが求められる。筋肉位を模索してから，それを
治療用義歯，プロビジョナルレストレーション，最終補
綴装置へと移行し，円滑に治療を進められるよう心がけ
た。上顎右側小臼歯はアンレーレスト形態とし，パラタ
ルストラップの形態は発音に配慮し，設計した。
結論：臼歯部咬合支持が失われ，顎位が偏位し低位咬合
を呈した患者に対して，咬合挙上副子と治療用義歯によ
る可逆的な方法で顎位を修正して補綴し，機能および審
美性を回復することができた。

P—47
歯周補綴ケースにおける審美的咬合再構成症例

川里邦夫
Serendipityかわさと歯科

P—48
犬歯および臼歯部補綴装置の脱離による咀嚼障害お
よび審美障害に対して，顎位を修正して補綴した一
症例

池田欣希，木村一誠，桜井泰輔，守本勝幸，森　幸徳，
森　憲弥
医療法人仁友会　日之出歯科診療所
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症例の概要：患者は初診時 24歳，女性，前歯の審美障害
を主訴に 2010年 3月に来院した。その他全顎的に歯周病
およびカリエスの既往はなく異常はみられない。
治療方針：上顎前歯部に限局矯正処置により，左側側切
歯欠損部にはインプラント補綴のスペースを，右側側切
歯矮小歯部には正常な歯冠幅のスペースを付与できるよ
うに治療を行う。矯正処置終了後，それぞれインプラン
ト補綴処置とラミネートベニア修復処置を行い，審美的
な改善ができるような治療計画を立てた。
治療経過：限局矯正処置では，左側側切歯欠損部におい
ては左側切歯と犬歯を極力歯体移動するように考慮し，
インプラント埋入に十分なスペースが確保できるように
注意した。右側側切歯のラミネートベニア修復の前に歯
冠長と歯肉ラインの左右の差異の軽減のために，歯周外
科的歯冠長延長術を行う予定であったが，患者の希望に
より現状の矮小歯にそのままラミネートベニア修復を
行った。
考察と結論：上顎左側側切歯の先天性欠損，上顎右側側
切歯の矮小歯，ならびに上顎切歯間正中離開の症例に対
しまず限局矯正を行い，矯正処置後に左側側切歯欠損部
にはインプラント補綴修復を，右側側切歯矮小歯にはラ
ミネートベニア修復により審美的な回復を得られ患者も
満足のいく結果が得られた。術後約 7年が経過したが，
修復処置，歯周組織ならびにインプラントにも異常はみ
られずに経過している。今後もメインテナンスを継続
し，経過観察を行う予定である。

目的：口腔インプラントの上部構造としてオールセラ
ミッククラウンを応用することで，審美性を考慮した治
療を行うことができる。今回，前歯部抜歯即時インプラ
ント埋入治療を行うに際し，インプラント埋入シミュ
レーションにより埋入位置を検討し，サージカルテンプ
レートの工夫を試みた。上部構造にはセラミックブロッ
クから歯冠形態を削り出したオールセラミッククラウン
を応用し，アバットメント材料の違いによる色彩学的な
検討も行った。
症例の概要：症例は 42歳の男性。上顎右側側切歯の審美
障害，動揺と補綴装置脱離を主訴に来院した。当初から
口腔インプラント治療の希望が告げられていたので，上
部構造にオールセラミッククラウンを応用し審美性の回
復を行った。
治療方針：抜歯即時埋入の口腔インプラント治療を行う。
治療経過および考察：術前のインプラント埋入シミュ
レーションによる埋入位置の決定を行い，それを基にし
てサージカルテンプレートを作製した。抜歯後，インプ
ラントの即時埋入を行った。オッセオインテグレーショ
ン獲得を待ってジルコニアとチタンのアバットメントを
両方製作した。上部構造にはセラミックブロック IPS 
Empress® CAD Multiから歯冠形態を削り出したオール
セラミッククラウンを応用した。試適時にアバットメン
トの違いによる色彩学的な検討を行った。その結果チタ
ン製のアバットメントを装着した場合のオールセラミッ
ククラウンよりもジルコニア製のアバットメントを装着
した場合のオールセラミッククラウンのほうが，明度が
高くなった。
結論：チタンに比べてジルコニアのアバットメントを用
いると上部構造の明度が高くなることが示唆された。

P—49
成人の上顎側切歯の先天性欠損に対し限局矯正治療
とインプラント補綴処置で審美的な改善を行った 1
症例

田　昌守
田歯科医院

P—50
抜歯即時インプラント埋入後，上部構造にオールセ
ラミッククラウンを応用した症例

伊藤創造
おゆみ野総合歯科クリニック
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症例の概要：患者：50歳，女性。職業：主婦。初診：
2018年 1月。主訴：仮止めしている前歯にきちんとした
歯を入れたい。既往歴：全身的特記事項なし。検査所
見：口腔清掃状態は良好。上顎両側 2番に先天性欠損が
認められる。骨吸収は軽度でありプロービングポケット
デプスはすべて 3 mm以内で動揺歯は認められない。
治療方針：前歯部インプラントを審美的に治療するにあ
たって硬・軟組織のボリュームが問題となることが多
い。それらを解決するには骨造成および軟組織増大が必
要となる。今回は骨レベルには問題なく，歯肉レベルを
水平的に増大する必要があった。インプラント埋入手術
を行った後，2次手術時にロール法を用い軟組織を増大
し上顎 2番の歯冠修復を行うこととした。
治療経過：口腔清掃指導・スケーリングを行った後，診
断用ワックスアップをもとに作製したサージカルガイド
を用いてインプラント埋入手術を行った後，2次手術時
にロール法を用いて不足した唇側の軟組織増大を図っ
た。プロビジョナルレストレーションを作製し形態・機
能をチェックしファイナルレストレーションへと移行し
た。
考察および結論：本症例で行ったロール法は術野が 1か
所のみで唇側部分を増大することができるため外科的侵
襲が比較的少ない。また有茎弁のため移植片が壊死する
リスクが低い。不足している軟組織量を診断用ワックス
アップによりシミュレーションし，増大すべき軟組織の
量はさほど多くないためロール法で対処できると判断し
た。本ケースでは歯肉レベルを水平的に増大したことに
より低侵襲で前歯部欠損を審美的に治療することができ
た。

症例の概要：25歳男性。上顎右側中切歯を前医にて抜歯
後，仕事の都合で転勤となり当院に補綴希望で来院し
た。抜歯後 1年が経過しており，同部位の唇側骨の吸収
が起こっていた。なお欠損部位においては，隣在歯に接
着した形のプロビジョナルが装着されており，患者は同
部にもインプラント治療を希望した。
治療方針：抜歯後吸収した顎骨に骨造成を行った半年後
にインプラントを埋入し，さらに半年後に補綴装置の作
製および装着を計画した。
治療経過・治療成績：CT‒X線撮影後にインプラントの
埋入ポジションをシミュレートし，唇側骨の吸収部位に
対して自家骨と骨補塡材（Bio‒Oss，Geistlich Pharma 
AG）を塡入し，吸収性のメンブレン（Bio‒Gide，Geistlich 
Pharma AG）を使用することで骨造成を行った。骨造成
の半年後に再度 CT‒X線撮影，インプラントの埋入ポジ
ションをシミュレートしサージカルテンプレートを作製
した。テンプレートの適合の確認後，テンプレートを用
いてインプラント埋入を行った。術後 6か月に印象を行
い，プロビジョナルの作製および装着を行った。歯肉の
安定後印象採得を行い，最終補綴装置としてオールセラ
ミッククラウンを装着した。
考察：本術式ではインプラント体が術前のシミュレー
ションに即して正確に埋入することが重要であり，サー
ジカルテンプレートの使用が有効であった。特に前歯部
インプラントにおいて，埋入位置や埋入深さは最終補綴
の審美性のみならず清掃性および機能性にも大きな影響
を与える。本症例においてもインプラント周囲組織の安
定性が保たれていた。
結論：前歯部審美領域の抜歯後に骨吸収した顎骨に対
し，骨造成およびインプラント埋入，ならびに補綴装置
の装着により，隣在歯を削ることなく審美回復を可能と
し，術者・患者の満足しうる審美性の高い最終補綴を作
製することができた。以上から本法が有用な選択肢であ
ると示唆された。

P—51
前歯部インプラントをロール法を用いて低侵襲で審
美的改善を図った一症例

島松　博1），玉木理一郎1），藤井俊朗2）
1）玉木歯科医院
2）藤井歯科医院

P—52
サージカルガイドを用いた前歯部インプラント症例

松本卓也1），青江利明2），山田理人3），大西清知4），
佐藤琢也5）
1）まつもと歯科
2）青江歯科
3）山田兄弟歯科
4）ライフデンタルクリニック
5）デンタルインプラントセンター大阪
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症例の概要，治療方針：初診時年齢 31歳 11か月，女性。
上顎前歯空隙。主訴は上顎左右側切歯矮小歯。口腔内全
体に歯肉炎が認められた。口腔内所見として上顎前歯に
空隙が認められ，下顎正中が左側へ 4 mm偏位し，上顎
左右側側切歯が矮小歯を呈していた。大臼歯関係は，右
側 Angle class Ⅲ級・左側 Angle classⅠ級であった。舌
突出癖が認められた。治療方針は，舌突出癖改善のため
のMFT（口腔筋機能療法），カリエス・歯周組織管理を
行いながら，非抜歯にて，顔面に対する正中の一致を目
的に右側第一大臼歯と第二大臼歯間へ歯科矯正用アン
カースクリュー（TAD：Temporary Anchorage Device）
を用い，下顎歯列を右側へ 4 mm移動させながら，唇側
矯正歯科装置にて全顎矯正歯科治療を行うこととした。
矯正歯科治療終了後，上顎左右側側切歯矮小歯には，歯
肉歯頸部ラインの改善を含めた審美的補綴処置を行うこ
ととした。
治療経過：動的矯正歯科治療期間は 4年 6か月であった
（患者の事情で 8か月休止期間あり）。保定期間 1年 5か
月経過後，MFT（口腔筋機能療法），カリエス・歯周組
織管理を継続的に行いながら，BTAテクニック®（Bio-
logical Tissus Adaptation®）にて歯肉の歯頸部ラインを
整え，オールセラミックによる補綴物を装着した。歯科
衛生士は，歯周一般検査，カリエス・ペリオリスク検査
を行い，その結果を患者と共有し患者自身が改善する重
要さを認識し，確実なセルフケアの実践，歯科衛生士に
よるプロケアを毎回行った。補綴医は，左右の歯肉ライ
ンを審美的観点から中切歯，犬歯との歯肉ラインのバラ
ンスを考慮し，左右の中切歯と側切歯の幅を確認しバラ
ンスを整えた。形成時は，歯が小さいということが大き
なコンプレックスの患者からは，ほぼ削らないか，切削
量を最小限にしてほしいという申し出があったため，慎
重に形成を行った。
考察：審美的改善のみならず，形態的改善ならびに機能
的的安定・歯周組織安定・最終補綴治療長期安定のため
には数年を要するが，補綴治療前矯正歯科治療は必須で
あると考察する。
結論：補綴前処置としての矯正歯科治療は，今後の長期
安定に繋がることはいうまでもない。今後も，歯周組織
管理，口腔筋機能管理を継続し，患者の満足度を維持し
ていきたいと思う。

症例の概要：症例 1：女性，39歳，主訴：上の歯が動く，
痛い。歯科的既往歴：途切れなく歯科治療を受けている。
症例 2：女性，35歳，主訴：見栄えを良くしたい。歯科
的既往歴：10代より歯科治療を繰り返す。両症例とも全
顎的審美治療を希望。
治療方針：2症例とも咬合，歯列に問題を抱えており矯
正治療が不可欠であると診断した。全顎的に不良補綴物
が多く，矯正治療開始前にエンド，ペリオの条件を整え
ることが重要である。精査後に諸データに鑑み，インプ
ラントやペリオ，矯正専門医，技工士と協議を重ね治療
計画を立案し，患者に提示し同意を得た。
治療経過・治療成績：症例 1：歯周治療ならびに歯内療
法を行い，位置異常のインプラントを撤去後，矯正治療
に入る。24か月の動的治療，12か月の保定期間を終え，
下顎前歯以外をすべてプロビジョナルに置き換え，歯周
組織形成術を行った。周囲組織の調和を確認し，最終補
綴物を装着した。術後は 4か月ごとの定期健診を実施し
ている。
症例 2：歯周治療，歯内療法を進め，1年後矯正治療を開
始した。動的矯正治療終了後にインプラント，歯周外科
形成を施術し，プロビジョナルを全顎的に装着した。顎
位，周囲組織などの調和をみながら 1年後最終補綴物を
装着した。
考察，結論：Spearらが唱えた審美歯科の 4条件を満た
すには，口腔単位の治療が必要である。適正な歯列を求
めるには矯正治療が不可欠であるし，インプラントや歯
槽形成術など専門性が重要である。最終治療目標を設定
した診断用ワックスアップを通して専門家らによる十分
な協議が必要となる。以上の考え方を基に施術したイン
ターディシプリナリーアプローチでの2症例を紹介した。

P—53
審美的包括歯科治療
矯正歯科医・補綴医・歯科技工士・歯科衛生士の役割
全顎矯正歯科治療後，上顎左右側側切歯矮小歯に
BTA テクニック®を用いて審美的治療を行った症例

坂本紗有見
銀座並木通りさゆみ矯正歯科デンタルクリニック 81

P—54
インターディシプリナリーアプローチで全顎的審美
治療を施した症例

古谷昌義1），脇　知邦1），古谷直樹2），松下孝直1），
横川修平3），稲葉幹人1），陸野隆弘4），吉竹高志5），
石神　元1）
1）朝日大学歯学部　口腔機能修復学講座
2）古谷矯正歯科
3）株式会社ファインロジック
4）陸野歯科医院
5）吉竹歯科医院
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症例の概要：初診時年齢 24歳の男性。乳歯の残存と前歯
部の空隙を主訴として来院した。上顎左側乳犬歯と下顎
両側乳中切歯が残存し，空隙が上下顎切歯部に認められ
た。上顎左側犬歯と下顎切歯 2本が先天性欠如（先欠）
していた。ANB角は－1 SDを超えて小さく，骨格性Ⅲ
級を呈した。SN‒MP angleは－2 SDを超えて小さく，
brachyofacial patternであった。U1 to SN angleと U1 
to A‒pogはそれぞれ＋3 SDと＋1 SDを超えて大きく，
上顎切歯の唇側傾斜と前方位を認めた。本症例を骨格性
Ⅲ級の顎態を有する両側 Angle Ⅲ級空隙歯列と診断し
た。
治療方針：残存乳歯の抜去とマルチブラケット装置治療
を行うこととした。上顎犬歯部と下顎切歯部は空隙を確
保し，それぞれインプラントと接着性ブリッジを装着す
ることとした。
治療経過・治療成績：下顎乳切歯の抜去後，スタンダー
ドエッジワイズ装置を用いて，矯正歯科治療を開始し
た。抜歯部位はテンポラリークラウンをワイヤーに装着
し，審美性と空隙を確保した。仕上げ咬合が確立したの
で，上顎左側乳犬歯を抜去し，保定に移行した。動的治
療期間は 1年 1か月であった。保定開始 2年 5か月後，
下顎切歯部に接着性ブリッジ，上顎左側犬歯部にインプ
ラントを装着した。
結果と考察：集学的治療を行い，機能咬合と審美的歯列
が獲得できた。Fekonjaらは多数歯先欠では，骨格性Ⅲ
級が高頻度で認められると報告している。この報告と同
様に，本症例報告は上顎左側犬歯，下顎切歯の欠如と骨
格性Ⅲ級が同一症例に共存する可能性のエビデンスとな
る。
結論：上顎犬歯，下顎切歯先欠を伴う Angle Ⅲ級空隙歯
列に対して，矯正歯科治療，接着性ブリッジ治療および
インプラント治療の集学的治療を行い，機能咬合と審美
的歯列を獲得できた。

症例の概要：患者：36歳，男性。右上奥歯の違和感を主
訴として来院。既往歴・家族歴に特記事項なし。喫煙歴
16年，20本/日。検査所見：4 mm以上のプロービング
ポケットデプスが 75％，BOP 14％，PCR 32％。多数歯
にわたりう蝕，根尖病変が認められた。
治療方針：1）歯周基本治療：口腔清掃指導，禁煙指導，
スケーリング・ルートプレーニング，予後不良歯の抜歯，
不良補綴物の除去，歯周治療用装置の作製および装着，
う蝕処置，感染根管治療。2）再評価。3）歯周外科治療：
再評価後，4 mm以上のポケットが残存している場合，
ウィドマン改良フラップ手術を行う。4）再評価。5）イ
ンプラント治療。6）最終補綴処置，オクルーザルスプリ
ント装着。7）再評価。8）メインテナンス。
治療経過：歯周基本治療後，再評価を行った後，4 mm
以上のポケットが残存した部位に対してウィドマン改良
フラップ手術を行い，再評価後，プロービングポケット
デプスがすべて 3 mm以下に改善したことを確認後，イ
ンプラント治療，口腔機能回復治療を行い再評価後，メ
インテナンスへと移行した。また夜間就寝時のパラファ
ンクションへの対処としてオクルーザルスプリントを作
製し，使用法を指導した。
考察および結論：欠損補綴にはさまざまな方法がある
が，今回インプラント治療を用いた理由は局部床義歯の
支台歯に加わる負担過重や違和感，ロングスパンブリッ
ジを装着した際に起こりうる再治療の煩雑さを避けるた
めである。インプラント治療を用いたことにより残存歯
の補綴装置製作の精度が向上したことに加え，今後再治
療の必要が生じた場合の対処も容易である。また禁煙指
導により歯周組織の著しい改善も認められた。今後はイ
ンプラント周囲炎，咬合の安定，歯周炎の再発に注意し
ながら定期的な管理を継続する予定である。

P—55
集学的治療を行った上顎犬歯と下顎切歯の先天性欠
如を伴う骨格性Ⅲ級空隙歯列症例

齊藤久絵1），平形智佳2），瀬戸淑子2），小林義樹2），
遠藤敏哉1）
1）日本歯科大学新潟生命歯学部　歯科矯正学講座
2）日本歯科大学新潟病院　矯正歯科

P—56
歯周炎患者の欠損補綴にインプラント治療を用いて
包括的診療を行った一症例

玉木理一郎1），島松　博1），藤井俊朗2）
1）玉木歯科医院
2）藤井歯科医院
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症例の概要：マウスピース矯正治療患者特有の問題とし
て，マウスピースの辺縁が気になり，無意識に舌で触っ
てしまうという行為が認められ，これにより強固な舌癖
が認められなかったにもかかわらず，歯牙移動に問題を
きたす場面に遭遇することも少なくない。当院では，上
記の臨床経験から，マウスピース矯正治療を行う患者に
対して，積極的に筋機能療法（以下MFTとする）を指
導したところ，良好な結果が得られたので報告する。
治療方針：初診時年齢 19歳 9か月，女性。上下顎前歯部
叢生を主訴に来院。音楽大学声楽科を専攻しているた
め，マウスピース矯正治療を希望。舌は低位にあり，舌
辺縁に強い圧痕が認められた。口唇は上下ともに弛緩
し，習慣性の口呼吸または口唇閉鎖不全も認められた。
矯正治療は非抜歯にてマウスピース矯正治療を行い，
MFTを併用することとした。
治療経過：マウスピースが届くまでの約 6週間の間に，
舌挙上の感覚をつかんでもらうことが重要と考え，装着
前よりMFTレッスンを開始した。舌挙上機能獲得後，
リップトレーニングを行い，上唇小帯切除を行った。舌
小帯に関しては，MFTによりある程度の伸展が認めら
れ，切除は行わないこととした。治療開始 10か月後と
20か月後，そして患者の希望により，28か月後にリファ
イメントを行い，現在も矯正治療中である。MFTは舌
挙上機能を獲得した段階で，唾液の収集を行うことがで
きるようになったので，嚥下トレーニングを行わず，習
慣化トレーニングを開始した。
考察：マウスピース矯正治療患者に対して，マウスピー
スを装着する前よりMFTを指導することにより，舌の
歯牙への悪影響が大幅に軽減され，ある程度計画された
歯牙移動を実現することができた。また，正しい舌位，
正しい嚥下パターンを患者本人が理解しているため，マ
ウスピース矯正装置を撤去している食事中などでも，歯
列への舌の悪影響を排除することができると考えられる。

症例の概要：支台歯の破折半脱離した前歯部のブリッジ
を撤去し，スプリントデンチャーでリカバリーした症例
を報告する。患者は 65歳女性。右下 6急性根尖性歯周炎
による疼痛を訴え来院。上顎前歯部の Brも半脱離して
いた。多数歯の根治や抜歯やう蝕治療の必要がある状態
であった。
治療経過：右下 6を抜歯後，上顎前歯部要抜歯部は抜歯
し咀嚼機能と審美性を損なわないように既存の前歯部
Brをスプリントに合体したスプリントデンチャーを製
作し装着し残存歯のう蝕治療を行った。治療していきな
がら協議し，最終補綴物は可綴性補綴物と決定した。ス
プリントデンチャー装着後補綴後，咬合力のバランスや
習癖よりスプリントに咬耗亀裂が入るなど問題点はあっ
たが，スプリントにより支台歯は守られているという利
点があった。
結論：スプリントデンチャーを本症例に使用すること
で，咀嚼機能と審美性の維持と改善が短期間でできた。
一方で装着後最終補綴方法を患者と検討しながら相談す
ることができた。また残存歯の破折や咬耗などを防ぐ役
割を果たしている。今後はよりよい可綴式義歯装着をし
ていけるよう検討していきたい。

P—57
マウスピース矯正治療患者における口腔筋機能療法

（MFT）の必要性について

寺田典絵，佐藤晶子，坂本紗有見
銀座並木通りさゆみ矯正歯科デンタルクリニック 81

P—58
重度歯周病をスプリントデンチャー® で回復をした
症例

守尾靜子1），古谷彰伸1,2），横山麻由子1），馬場一美2）
1）勝田台フルヤ歯科
2）昭和大学歯学部　歯科補綴学講座
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症例の概要：上下顎多数歯欠損および重度歯周病により
咬合崩壊を生じている患者に対してスプリントデン
チャーを装着し，新義歯製作中の審美性を維持する治療
を行った。
治療方針：患者は 50歳の女性。重度歯周病，不適補綴物
およびカリエスが多数認められた。根管治療や多数の抜
歯が必要であり，最終補綴の義歯装着まで数か月を要す
る見込みであった。その間の審美性と咬合維持のために
人工歯を排列したスプリントデンチャーを装着し，口腔
内環境が変化するたびに修正を行いながら治療を進めた。
治療経過：治療開始時の咬合状態でスプリントデン
チャーを上下作製した。その後，上顎から抜歯と人工歯
排列を行い総義歯様形態へ移行させた。下顎は 3本のみ
根管治療を行い連結冠にして，上顎と同様に抜歯と人工
歯排列をした後，部分床義歯様形態とした。歯肉回復後，
上下顎ともに義歯新製を行った。
考察：スプリントデンチャーを使用することにより，審
美性と咬合機能を維持しながら治療を進めることができ
た。下顎の部分床義歯様形態の場合は残存歯の部分が薄
くなることから破折の可能性が生じたり，クラスプがな
いため口腔内の維持が弱くなり，患者からゆるいとの訴
えがあった。義歯装着まで問題なく使用できるよう，治
療の順番や残存歯の形態などが今後の課題となった。

症例の概要：58歳（初診時）の女性。前歯が揺れて咬め
ない，むし歯を治して全体的な治療を希望するとの主訴
で来院した。喫煙習慣はあるが全身状態は良好で内科的
特記事項はない。上顎前歯部連結ブリッジ（#12～22）は
数か月前に脱離したが，自分で接着剤で固定したとのこ
と。同部歯牙の動揺と歯肉からの排膿を認めた。不適合
補綴物および残根のため咬合支持が得られず，咀嚼障害
をきたしている。
治療方針：上顎前歯部ブリッジの支台歯（#11～22）は
重度の歯周病で保存不能と診断した。#11～22全歯とも
に抜歯が必要である旨を説明し，#23，24，36，46の C4
を含め，患者に抜歯の了承を得た。前歯部補綴物を除去
し，残痕を抜歯し最終補綴物を装着するまでの審美性の
維持と咀嚼機能の回復を目的として，スプリントデン
チャー（以下 SD）を作製することとした。
治療経過：治療に先立ち，歯科衛生士によるブラッシン
グ指導，生活習慣の改善指導，歯周初期治療を行った。
SDの印象採得に先立ち #23，24の残痕を抜歯した。欠
損部（#14，23～25）をモックアップし，上顎のスプリ
ント（厚さ 1 mm，プレスタイプ）を作製した。スプリ
ント作製後，上顎前歯連結冠を撤去（抜歯）し，あらか
じめ研究用模型から複製しておいたプロビジョナル冠を
スプリント内に即時重合レジンで固定した。抜歯後約 1
週間経過し抜歯創の治癒を確認し，SD内面をリベース
様レジンでリラインした。引き続き#26の根管治療と全
部鋳造冠での補綴処置を行った。旧補綴物除去後，根管
治療中は SDの内面を即時重合レジンでウォッシュし，
コーヌス様形態に調整し維持力を保つことができた。そ
の後，ノンメタルクラスプ義歯を想定した #16，13の形
態修正を行い，最終義歯を作製した。
考察と結論：日常の臨床において，既存の大規模な補綴
物を除去する必要は少なくない。本症例では SDを用い
ることで，前歯部の審美性と咀嚼機能を維持しつつ治療
を進めることができた。SDは比較的簡単な作業で製作
することができるため早期に審美性と咬合を維持，回復
することができる。SDは改修することも容易であり，
SD装着後にも，さまざまな歯科治療にも対応が可能で
ある。本症例においても治療中の不具合も少なく，患者
の満足を得ることができた。SDを用いることは，さま
ざまな症例において有効な手法であると考えられる。

P—59
スプリントデンチャーを用いて審美性を維持した治
療の応用

横山麻由子1），古谷彰伸1,2），守尾静子1），馬場一美2）
1）勝田台フルヤ歯科
2）昭和大学歯学部　歯科補綴学講座

P—60
スプリントデンチャー® を用いて咀嚼機能と審美性
を維持しつつ治療を行った 1 症例

高田恒彦1），古谷彰伸2），邉見杏里紗1），高栁　知1）
1）たかだ歯科クリニック
2）勝田台フルヤ歯科
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症例の概要：42歳女性，咬合異常による多くの随伴症状
を呈し，変形性顎関節症による咀嚼困難，咬合異常と思
われる随伴症状，補綴装置の脱落・形態不良による審美
障害と診断。
治療方針：左右側顎関節とも関節円板の復位は不可能と
判断し，顆頭安定位にて咬合再構成を図ることとした。
インサイザルエッジポジションは理想的な位置にあるた
めに，ジンジバルラインの修正と補綴装置による色調，
性状の審美性改善を図る。
治療経過：病態説明や予後について，患者教育とセルフ
ケア指導を実施し，スプリント療法にて随伴症状の改善
状況を確認した。その後顆頭安定位にて咬頭嵌合位の再
構築を行った。上顎前歯部ジンジバルラインの修正に対
して歯周外科処置を行い，最終補綴前にはプロビジョナ
ルレストレーションにより症状の再発がないことを確認
し，補綴装置の装着を行った。
考察：咬合異常が及ぼす影響は，歯根膜，顎関節，筋肉，
下顎運動，咀嚼・嚥下，中枢神経系，姿勢・首・肩・腰，
耳・鼻，その他に変化をもたらすとされている。本症例
も，これらの症状を呈していた。まず随伴症状の整理と
顎機能検査を実施し，器質的変化から診断と治療を始
め，身体的症状は器質的変化の改善が認められたのち，
再診断を進めるようにした。治療終了後 2年 5か月が経
過し顎関節症状および筋圧痛もない。しかし，随伴症状
の再燃リスクは，生体の適応力を低下させる因子にも誘
因があるため，栄養状態，ストレスへの対応や心理特性
などコントロールの難しさが課題である。

症例の概要：69歳の女性。歯痛はないが，すり減ってい
る歯とクラウンの審美的改善を切望し，平成 21年 12月，
大阪歯科大学附属病院補綴咬合治療科に来院。長期にわ
たって変色や破折がない材料にしてほしいと注文があっ
た。高血圧症，甲状腺機能低下症の既往歴がある。
治療方針：全顎にわたる咬耗，骨隆起，臼歯部に不適切
な修復を認め，エックス線検査，咬合接触検査，歯周検
査などを行った結果，全顎的な咬耗症と診断した。半調
節性咬合器上で診断用ワックスアップを製作し，治療計
画を立案した。各種クラウンの利点と欠点を説明し，審
美性と強度を兼ね備えたフルジルコニアのクラウンを用
いた治療法について同意を得た。上下顎の前歯から小臼
歯までをフルジルコニアのクラウン，大臼歯部は形成量
および経済的な理由により，全部金属冠を装着すること
にした。
治療経過：歯周治療科にて歯周治療を行った後，咬頭嵌
合位が変わらないように注意しながら，ブロック単位で
修復を行った。約 1年かけてクラウンを装着した。以降，
継続して歯周管理と咬合管理を行った。装着後 5年以上
経過観察を行っているが，痛み，咬耗，破折などはなく，
歯周状態は良好に維持されている。ブルーシリコーンを
用いた咬合接触検査から，咬合接触状態に大きな変化は
認めなかった。
結論：前装冠やオールセラミッククラウンを用いて修復
をした場合，製作法や設計によっては破折を引き起こ
し，咬頭嵌合位の崩壊を引き起こすこともある。修理や
再製となると，患者との信頼関係を失う結果となってし
まう。重度の咬耗に対して，審美性と強度を兼ね備えた
フルジルコニアクラウンを装着し，適切な咬頭嵌合位を
維持することができ，長期にわたり患者の満足が得られ
た。

P—61
咬合異常に伴う随伴症状に対する包括的審美治療の
1 症例

太田拓哉1），石橋良則2），佐藤豊彦3），松本尊治2），
武藤　実4），中野忠彦5）
1）東京八重洲デンタルクリニック
2）大崎シティデンタルクリニック
3）国際医療福祉大学三田病院　歯科口腔外科
4）上高井戸歯科六本木
5）NAKANO DENTAL

P—62
フルジルコニアクラウンを用いた歯冠修復後の咬合
接触状態

楠本哲次1），小正　聡2），末瀬一彦3,4）
1）大阪歯科大学　医療保健学部　口腔工学科
2）大阪歯科大学　欠損歯列補綴咬合学講座
3）大阪歯科大学
4）奈良歯科衛生士専門学校
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症例の概要：患者：83歳，男性。初診：2014年 10月。
主訴：歯がぐらぐらする，入れ歯が動く，嚙めない，見
た目が良くない。全身的既往歴：緑内障。現病歴：数年
前より義歯の不適合，歯の動揺を感じながらもそのまま
放置した。所見：全顎的にプラーク付着が多く，残存歯
の動揺・う蝕・残根のある劣悪な口腔内環境。診断：歯
の動揺・義歯不適合による咀嚼障害，金属クラスプによ
る審美障害，全顎的な慢性辺縁性歯周炎，う蝕。
治療方針：審美性の回復，咀嚼能力の回復，歯周組織の
改善を基本にしつつ，高齢のため生体追従性と治療期
間・回数・毎回の治療時間の短縮を重視して，治療計画
を立案した。
治療経過・治療成績：歯周初期治療および補綴前処置に
引き続き，通法に則り印象採得を行い，新義歯の製作を
開始した。ポリアミド樹脂製のクラスプパーツを製作
し，適合を確認した後，咬合採得・人工歯排列および試
適を行い，ハイブリッド義歯を完成，装着した。その結
果，審美性と咀嚼能力が回復し患者の満足度が向上した。
考察，結論：1．鉤歯の喪失や義歯不適合に対し増歯修
理・リライニングなどが簡便に行え，従来のノンメタル
クラスプデンチャーが不使用にいたる原因に容易に対応
できた。2．審美的に優れ，剛性と生体追従性をもつ義歯
を提供することができた。以上により樹脂クラスプを従
来型アクリルレジン床義歯に組み込みハイブリッド化す
ることにより容易に口腔内の変化に対応でき，審美的に
も使用上も満足度の高い義歯が得られた。

目的：広範囲の前歯部補綴物の除去や欠損がある症例で
も，審美性と咀嚼機能を確保しながら治療を進める必要
がある。歯科医院内で比較的標準で設置されているプ
レート加熱吸引装置で製作が容易な硬質スプリントを，
症例に合わせて使用した症例を報告する。
症例の概要，治療方針：患者は 67歳の男性。20～43歳
まで喫煙 100本/日だった，43歳時左側脳梗塞（以来禁
煙），63歳時心臓バイパス手術歴あり。口腔内の欠損は
喫煙と口腔ケア不良が原因と思われる。他院で製作した
高額の上顎ノンメタルクラスプ部分床義歯が不適合で，
歯科診療に不信感があり，歯科医院の来院は 5年ぶりで
あった。上顎右側 3番から左側 3番の Brが不適合で大
きな根面う蝕もあり，臼歯部欠損もあるので上顎は 4本
の磁性アタッチメントの金属床総義歯にすることに方針
が決まった。最初に，上顎にスプリントデンチャー（以
後 SD）を製作して，除去した前歯部 Brを SDに埋め込
み暫間義歯とした。除去した Brをそのまま使うことで
審美性をあまり変えずに，さらに咀嚼機能も確保した。
その後に根管治療，磁性アタッチメントキーパー装着，
その後に SDを参考に最終義歯を製作した。
治療経過：維持安定の良い上顎磁性アタッチメントの金
属床総義歯を装着した。下顎は右側 6番の根分岐部が病
変になり根面 CRに変更，そして最終義歯として SDを
新製した。咬合圧が強いため下顎 SDは残存歯の咬合圧
保護床の役割も兼務している。
考察，結論：SDを上顎では暫間義歯として，下顎では
咬合圧から残存歯の保護を兼ねた最終義歯とした。SD
は補綴の状態に合わせて活用できるので今後も臨床応用
していきたい。

P—63
アクリルレジン床義歯にノンメタルクラスプを使用
し審美および機能回復を行った 3 年経過症例
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スプリントデンチャー® を用いた補綴臨床症例
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概要：CAD/CAM修復は，患者国民が期待する審美的歯
冠修復に大きく貢献している。特にメタルフリー CAD/
CAM修復では，レジンコーティング法の活用によって，
適合性，接着強さ，接着信頼性・耐久性が向上すること
が判明している。そこで今回は，レジンコーティング法
活用の信頼性に優れた審美性 CAD/CAM修復症例につ
いて，基礎的研究成果を添えて報告する。
治療方針：患者は 23歳の女性。下顎左側第二小臼歯の疼
痛を主訴として来院した。1週間前から冷水による一過
性疼痛を感じるようになったという。診察の結果，コン
ポジットレジンブロックおよびチェアサイド型 CAD/
CAMシステムによる即日修復を行うことにした。
修復手順・成果：シェードテイキングとラバーダム防湿
を経て，う蝕検知液を併用して感染歯質を除去後，窩洞
内象牙質面に対しレジンコーティング法を応用した。次
いで，70％エタノール綿球によるコーティング表面の未
重合層清拭除去，CAD/CAMシステムによる光学印象
を経て，修復物の設計およびミリングを行った。修復物
装着に際しては，試適および隣接面接触点の調整を経
て，修復物内面へのサンドブラスト，リン酸による化学
的清掃およびシラン処理を行った。その後，窩洞内面に
対する製造者指定の被着面処理を経て，セメントを介し
て修復物を圧接し，溢出セメントを除去した。セメント
硬化を経て，咬合調整・研磨を行い，修復を完了した。
患者からは期待以上の修復となった旨の感想を受けた。
結論：レジンコーティング法活用による審美性 CAD/
CAM修復は，患者の期待に応える優れた審美性と基礎
的研究成果に基づく信頼性に優れた臨床的対応と考える。

症例の概要：上顎右側 2番を審美的問題で HRからジル
コニア Crに再補綴を希望。審美に興味をもっていたた
め，術前カウンセリングでホワイトニングを勧め処置を
行った。
治療方針：ティオンオフィスホワイトニング後に，ティ
オンホームホワイトニングを 1週間行う。
治療経過・治療成績：患者よりデュアルホワイトニング
をもう一度行いたいとのことで計 2回デュアルホワイト
ニングを行い，ホーム用ジェルも追加購入。術者側の予
想以上に白くなりシェードガイドで色が判断しにくいほ
どにトーンアップした。患者自身も親族，友人に気付い
てもらえるほどになったと満足していた。
考察および結論：元々の主訴は上顎右側 2番を審美的問
題で HRからジルコニア Crに再補綴希望のため，併せ
てホワイトニングを行ったが，審美に対するモチベー
ションがより上がり，現在臼歯の Inもセラミック Inを
希望し処置を行っている。患者の主訴だけに捉われず，
今後の患者の診療希望の変化にも配慮しながら処置を
行っていく必要があると再確認した。

P—65
レジンコーティング法活用の信頼性に優れた審美性
CAD／CAM 修復
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ホワイトニングにより全顎的な審美への欲求が増し
た症例
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